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序 文

日本国政鰍 ま,中華人民共和国政府の要請に基づき,同国の人口家族計画に関する基礎調査を

行うこととし,その実施を国際協力事業団に委託した｡

当事業団は,黒田俊夫氏を団長とする6名の専門家から成る調査団を編成し,1985年7月8日

から7月23Eほ での間.現地調査を行った｡帰国後,現地調査で得られた結果と資料に基づいて

問題点の解析 ･検討等の国内作業を経て,成果を本報告書として取りまとめた｡

本報告書が,中華人民共和国の人口家族計画の推進に役立つとともに,同国の社会的･経済的

発展に寄与し,ひいては,同国とわが国との友好親善をより一層 深めることに員献出来れば幸い

である｡

終りに,本調査の任に当られた団員のこ､協力に敬意を表すると共に,調査に際し,多大のど協

力を頂いた中華人民共和国政府関係機関,在中国日本国大使館,および外務省はじめ国内関係機

関各位に対し,深甚なる謝意を表する次第である0

1986年3月

国 際 協 力 事 業 団

理事 末 永 昌 介
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第 1章 総 括





1984年,私共は,吉林省において都市部,農村部の若干の地域における家族計画を中心とする

出産力調査を行った｡これは中国,日本の専門家による緊密な共同協力体制による調査研究であ

って,極めて貴重な成果と経験をもっことができた｡

この経験を基礎として,同じく吉林省において全省サンプリングの方法によって,さらに詳細

な資料を入手することを目的として大規模な調査を実施した｡1984年の調査がわずかの村におけ

るいわば典型的調査であったのに対して,今回は全省を代表するサンプルの抽出によるものであ

ることに著しい特徴がみられる｡

吉林省は周知の如く,家族計画政策のみことな実行とめざましい出生率の低下を実現したモデ

ル省の1つでもある｡それだけに,この省の家族計画プログラム,出生力の実態を明らかにする

ことは,吉林省自体の政策のこれからのありかたについての有用なデータを提供することになる

ばかりでなく,他の各省の計画生育政第について教訓となることが期待される｡

特に,この調査の重要な目的は,生活水準の上昇と出生率との関係を明らかにすることにある｡

これは中国の計画生育委員会の発案によるものである｡当時,集団的農業経営から請負制への転

換を中心とする新しい経済体制が採択され,特に農家の生酒水準が急速に上昇しつつあった｡こ

のことが農家の出生力,いいかえれば t-1人っ子"といった出生児数に対する政策が,生活水準

の上昇によってとのような影響が生ずるのであろうか,といった懸念が計画生育担当の中央部に

おいても,また専門家の間においても出始めていた｡その初期において,いち早くこの問題の理

解のためという目的をこの調査の焦点に置いたことは,まことに鋭敏な感覚によるものといえよ

う｡

生活水準の上昇に総合的に表象される近代化は,先進国の歴史的,国際的経験によって,出生

力低下 (fertility decline)を導き出す基本的要因であったことは明らかにされている｡しかし.

中国の計画生育政策と出生力低下に関する現実の課題の中で,新しく発生した新経済体制と生活

水準の急激な上昇という事実が,計画生育政策や出生力行動にとのような影響をもたらすかにつ

いて.歴史的,長期的仮説を直ちに適用することは危険といわなければならないO特に,中国の

急激な経済的大変化の人間の諸行動への影響は全く新しい局面のものとして考えることが望ま

しいであろう｡今回の調査は,その意味において,理論的に,政策論的に重大な課題を内包して

いるし,また国際的にも意味深いものといえよう｡

中国の酎的的な出生力転換は,今日では国際的にも広く知られている事実である｡ただここで

特に注目すべき点は,顕著な経済的進歩を待たずして,出生率の低下が先行したこと,そのめさ

ましい出生率低下の開始のあと間もなく生活水準の懸著な上昇ならびにさらに将来における上昇

の可能性の期待が生じたということであるo いいかえれば,小家族制は,国家や地域のためのみ

ならず,個々の家庭の豊かさと幸福をもたらすという政府の宣伝教育にみられた公約がたちまち

実現したということである｡この計画生育思想の普及と経済的進歩の微妙なタイミングは - 西
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欧社会の歴史的経験とは逆のパターンではあるが - ll1人っ子''に代表される計画生育思想を

定着させる上においてきわめて好都合な関係にあるといえよう｡

今回の調査結果については,中国側による詳細な報告書が提出されるとともに,日本側におい

ても,コンピューター集計による別個の詳細な分析を行うことができたo

いずれにしても,中国に前例のない出生力調査であり,かつ全く新しい現実を基礎とした調査

であるだ桝こ,政策立案との関連において重要な意義をもっている｡農村における請負制の普

及がもたらしたもう1つ重要な課題は,農家すなわち農業 (家族全員が農業に従事しているいわ

ゆる専業農家)であったのが一変して極めて多様化してきたことである｡日本でも戦後経済成長

にともなって農家の分解が進行していった｡世幕革命といってもよい世帯の構造的変化を明らか

にすることは,出生力問題との関連において重要であるばかりでなく,人間行動の変化をひきお

こす社会変動として捉える必要があるように思われる｡

今回の調査においても, この点に著目して調査項目を慎重に検討した｡全国サンプルによる前

例のない大規模な出産力調査 (1982年)があるが,部分地域･省の規模のサンプル調査は,今回

がはじめてであるOこの特定地域についての詳細な調査分析結果には,全国調査から得られない

幾多の貴重な政策に貢献する示唆が得られた｡
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1 人口政策の動向

(1) 2000年の中国人口

中国政府は,2000年における中国人口の目標を12億に設定していることは広く知られていると

ころである｡この目標達成が中国の4つの現代化にとってもっとも基本的な必要条件となってい

るだけに改札 学会.人民の重大関心事となっている｡1982年の人口セ1/サスによる中国人ロ10

億817万人 (本土)紘,前回の1964年の人口センサス人口6億9,458万人に比較すると18年間の増

加率は45.1%となっている01982年から同じく18年後の2000年の人口を12億と推計すると,この

18年間の増加率は20%以下になる｡前の18年間の増加率45.1%を半分以下の20%に引き下げる必

要がある｡前の18年間の年平均増加数は1.742万人であったが,2000年の人口を12億に抑えるため

には,これからの18年間の年平均増加数を1,066万人に縮小しなければならない｡

また,1983年について計算された合計特殊出生率21が不変だと仮定した場合には,中国の人口

は2000年には13倍を越えると推計されている (1985年8月13-19日開催のIi:SCAPのCommlttee

onPopulat10nにおける中国政府代表の報告),このような人口増加は,中国の社会経済的発展

に対する重大な挑戦であり,国民の生活水準の改善は期待されないという深刻な認識の下に,中

国は人口の量のコントロ-)L,と人口の質改善のための家族計画の促進をはかっている｡そのもっ

とも典型的なものが1979年以降のttl夫婦あたり,子供1人"の政策である｡

2000年の中国人口を12位とする政策目標については,責任当局者によってしばしば言明されて

きたことであるが,こく最近この目標値に関連して注目すべき研究結果が発表された｡重要な意

義をもっていると考えられるので,若干その要点を述べておこう｡

それは,TheStateCouncilTechnologlCalandEconomicsResearchCenterの専門家

グループによる研究報告 t.Chinaby2000"である｡Beュ)ingRevleWl)fiらびに Population

Headliners2)によって要約すると次の如くである｡

(9 年人口増加率を0,95%で維持すると2000年の人口を12億に抑制することができる｡

㊥ 年率1.34%だとすると2000年の人口は12億8,000万となる｡1949年から1982年までの33年間

のうちに,異常な年であった1959 61年の3年間および著しく低率であった1976-79年(1,16

%～1.26%)を除いた26年間の年増加率は1.34%よりも高かった.

㊥ 1950-57年および1962～73年の2個の時期の人口増加率は年率2%を越えていたが,この

時期に生まれた多数の子供達は今世紀の終わりまで再生産年齢にあるため,12億の人口目標

の達成を困難たらしめるであろう｡
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④ あらゆる努力を行っても2000年の総人口が12億5,000万になることは避けられないかもしれ

ない｡

㊥ 中国の乳児死亡率は,1981年の35(出生1,000人に対し)が2000年には20に低下し,平均寿
命は1982年の68年が約72年に延びるであろう｡

㊥ 年齢構造も子供人口 (0-14歳)の割合の著しい縮小,高齢人口 (65歳以上)割合の急速

な増大によって高齢化が進行するであろう (0-14歳人口割合は24.3%,15-64歳生産年齢

人口割合は68.8%,65歳以上高齢人口割合は6.9%)0

以上が,2000年における中国人口について中国側の専門家が行ったもっとも新しい情報である｡

(2) 先進国水準にせまる人口転換

1970年代から1980年代にかけての中国の人口転換,特に出生力低下はまことにめざましいもの

がある｡普通出生率 (crudeblrthrate)でみると1970年には33.4という高水準にあったが1979

年には17.8という中国の人口動態史上最低に通したO低下率は46,7%で,ほとんど半減に近い0

1981年,1982年にはそれぞれ20.9,21.1と若-fニ反騰をみせたものの,1983年には18.6,そして

1984年には17.5低下傾向をとり戻している｡1979年の17.8をさらに下回って最低記録を示した｡

合計特殊出生率 (Tど良)でみても1970年の5.812が1978年には2.716,10年足らずの短期間に

半分以下 (1970年の46.7%)に激清している｡さらに,1980年,1981年には2.43,そして1983

年には2.07と劇的な低下傾向を示している｡TFRが2.07ということは純再生産率1に著しく

近いこと,したがって静止人口達成の可能性をもつに至ったことを示唆している｡このTFR

の水準は韓国と同水準 (2.077,1981),ブルガリア,ニュージーランドより若干高く,また,

ルーマニア (2372,1981),ポーランド(2,235,1981),ユーゴスラビア (2.128,1979),チ

ェコスロ-キア (2094,1981)の生進諸国よりも低い｡日本と比較すると,1974年の2.049よ

りも若干高い｡

普通出生率についてみると,1984年17.5は先進国水準に適したといってもよいであろう.ソ連

(20.1,1983),ポーランド(19.7,1983),は中国よりも高く,シンガポール (17.3,1982)と同

水準にあり,キューバ (16.8,1983),ユーゴスラビア (16.6,1983),ポルトガル (16.4,1980)

より若干高い｡オーストラリア,ニューシ-ランド,アメリカ合衆国,ル-マニア,カナダが15

の水準にあることを考慮すると,中国の水準は先進国の水準に適したといっても過言ではない｡

(3) 出生力転換の日本 ･中国の類似性

以上のような中国の出生力転換のめざましいパターンが日本の戦後におけるそれと著しく類似

していることが注目される.日本の場合,1947年から1957年までの10年間において出生率はほぼ

半減 (34.3から17.2)するという異例的な低下が生じたが,22年おくれて中国において全く同様
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な出生率の激落が生じた (表1参照)01969年の34.1が,1979年に17.8へとほぼ半減した｡出生率

水撃も,半減に要した期間もほぼ同一である｡中国の場合,1963年の43.4を出発点とすると半減

したのは1976年の19.9であって,この場合の期間は13年となる｡いずれにしても先例がないとい

われた日本の出生力転換が,22年後に中国において実現したのであって,国際的にも注目を要す

る事実である｡

表1 出生力転換の日本･中国の比較

中 国
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1948 335

1949 330

1957 172
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資料:日本は厚生省人口動態統計,中国はF中国統

計年鑑』1984年版による｡

日本と中国のこのようなきわめて頬似した出生力転換をわかりやすく示すために,日本の1944

年を中国の1959年に対応させて,出生率の変化の傾向を重ね合わせてみると図1の如くである｡

日本では1945.1946年は第2次大戦の終了年次とその翌年の異常時期であって,出生率は著しく

低下しているのに対し,中国の1960,1961年は自然災害による異常時期のため出生率が赦落して

いる｡それぞれ要因は異なるとしても異常事態の結果としての出生率の激蕗が生じ,そのあと出

生率の著しい上昇,出生ブームがもたらされている点においても共通である｡両者の出生率低下

の過程は異なっているが,中国の目性 率が現在到達している水準は,日本の1960年代のそれに対

応している｡このことは,中国の出生力転換も最終段階に接近していることを示唆しているとい

ってよいであろう｡
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図1 出生力転換の日本･中国の対照
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(4)政策の方向

1983年の合計特殊出生率は2,07と発表され,1981年の2.63,1982年の2.5に比較して顕著な低下

を示し,家族計画政策のめざましい成功ぶりを立証している｡しかし,2000年における人口を12

億に抑えるためには,合計特殊出生率を1985年に1.7,そして1990年以降1.5で安定させることが

必要であることも推計されている031このことは必ずしも容易ではない｡

さらに,考慮を要する点は,人口惰性 (lnertlaあるいはmomentum)であるO過去における高

出生率あるいは出生ブームの影響である｡1950-1957,1962-1972年の2つの出生ブ-ム期の出

生人口が今世紀末までの期間において再生産年齢人口に達することである｡1983-1992の10年間

に,2.200万人以上の若い女性が結婚するものと予想され,この時期の平均初婚件数は1970年代の

ほとんど2倍に達すると推計されている｡ このことは,出生の絶対数を増大せしめ,普通出生率
を高める要因となる｡

しかし,出生カコントロール (fertllltyControl)強化による出生率低下の余地はなお残され

ているように思われる｡

第 1は出生率の著しい地域格差の存在である｡そのことは,出生率の著しく低いところは,さ

らに低下の余地が少ないとしても,なお高い地域における抑制の促進が期待される｡1981年の合計

特殊出生蓑 地域別にみると大附 で著しく低く,上海市の如きは1.316であって,全国水準｡

2･584の約半分である.全国水準の2.584を越える乳 自治区は16あり,3以上の高いのは4省,

4自治区に達している｡出生力の地域格差の縮小という方式による出生率低下の余地がみられるO

第2は,上海のような大都市以上に出生カコントロール効果が都市化 工業化のおくれている
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地方において可能であることが立証されるに至ったことである｡たとえは,1984年の普通出生率

が,上海市よりも明らかに農村的である地方の遼寧省,吉林省において上海市水準を下回るに至

ったことである01984年の上海市の出生率13.6に対して,遼寧省は11,5,吉林省は11.8という超

低水準を実現している｡遼寧省の人口は3.600万人,吉林省のそれは2.300万人という大人口であ

る｡世界で最低の西ドイツの水準に近い出生率を達成したことは,これからの申国全体の家族計

画政策の効果のいっそうの浸透の可能性を十分に示しているといえよう｡

第3は,t11人っ子政策ルとそのすぼらしい成果に開通して, 1人っ子の強制とか,人工妊娠中

絶の奨励といった誤った批判が国際的にないわけではないoLかし,ll1人っ子証 (糾l生子女証)''

をもらったものは.1984年末で2,817万人 それは妊娠可能年齢の有配偶夫婦数1億5.000万組の

18.25%にすきない05)また,1982年人口センサス10%抽出集計結果によると.1981年に第1子を産

んだ者は47,3%,第2子を産んだ者は25.7%,第3子以上を産/Uだ者が27,0%ある｡出生順位別

出生が第 1子へ強まる傾向は明らかであるが,第2子,第3子以上が53%と半分を越えているこ

とに注目しなければならない｡

第4は家族計画政策あるいは1人っ子政策推進にあたっての地方行政当局の指導力の問題であ

るo政府は,それぞれの地域における特殊事情を十分に考慮して,誘潟,非誘因となるへき手段

を採用することを下部機構に認めている｡それぞれの地域の特殊性に応じたもっとも効率的,効

果的な手段を講ずるという,創意 l二夫の余地が与えられている｡吉林省の It三普及 (人口理論,

家族計画手段,優生についての徹底した普及政策)"などはそのよい例であろう｡しかし,この

乙とは反面においてプロクラムの実施面における地域象 効果の地域差が生ずる可能性がある｡

基本方針や実施要領は中央によって示されるが,現実には地方政敵 特に末端行政における活動

のありかたは,地方における出生率水準に微妙な影響をもたらすことになるであろうO

第5は,今回の調査の意義である｡農村における生産請負制の全面的な実施による農民の生活

水準の画期的な上昇と将来への期待感が家族計画にどのような影響をもたらすか,あるいは,ど

のような関係が存在するかについての今回の調査は,たとえ吉林省に限定されたものであるとし

ても,前例のないものであるたけにその結果分析が期待される｡

汰

1) Vol.28,No44.Novcmbc11985

2) N()129.DccelnbeT1985.

3) 千分の1サンプル出生力調査の分取 Astan-PaclftcPoptぬttorlProglall川1eNews,Vo14,No.

2,June1985,ESCAP

4) 1982年セン-I)ス10%抽出集計結果

5) 1985年.ESCAPのCommltteeOnPopula110nでの中国代表報告o
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2 経 済

(1) 経済 ･社会概要

④ 概 況

1985年3月9日公表の 『84年度国民経済,社会発展に関する統計公報』(中国国家統計局),並

びに同3月27日,第6期全国人民代表大会第3回会議における題紫陽総理の政府活動報告 『当面

の経済情勢と経済体制の改革について』に見られるように,中国経i削ま79年以来発展を続け,84

年度はさらに大きく発展をしている｡ことに84年度の成良はめざましく,農 ･工業の生産が前年

比14,2%という飛程的伸びをみせ,食糧生産も多年の目標であった4倍トンを超えるという画期

的成果を上げている｡こうした成長により,84年度の国民所得と政府財政収入は前年比12%増と

いう79年以来最高の伸びを示している｡

かかる中国の経済発展は,79年以来の農村経済政策の改革によるもので,農村における,世帯,

農民単位の請負生産責任制を中心とする一連の経済改革が進んだ結果によるものである｡したが

って党および政掛ま,今後も引き続きこの経済改革を推進する方針であり,農村改革から都市改

革へという経済改革政策を打ち出している｡そして85年の主要な政策課題に,農村の生産責任制

のさらなる薬理推進,農産物の酪-買付 ･割当買付の改革 (廃lLの方針),労働の質と量に応じた

賃金への改乳 市場メカニズム導入を考慮した価格への改革,などを挙げている｡

79年来, こうした政策のもと,農産物の増収と国民所得の増加に対し,人口の伸びは鈍化して

いるから,国民1人当たりの消費は年々高い伸びを続けており,国民生活の充実化が進んでいる

ものと見られる｡たとえば,1人当たりの食肉,とくに豚肉の消費量は79年から年率約10%もの

伸びを示しており,食生活の急速な向上が推測されること｡79年以来の農村の住宅建築は年平均

7億平方米 (日本全国1億平方米),都市の公的住宅建設は1倍平方米という高ピッチの住生活

の改善Oテレビ,洗濯機,冷蔵庫など家電製品の需要が急増しており,年々5割増の増産が続け

られているにもかかわらず,日本などから大量の家電製品を購入していることなど,生活水準の

向上がうかがえる｡

また,国民の経済生活の変革は,家庭,子どもへの意識にも影響を及ほし始めている｡85年春

に,四川省,北京市郊外,遼寧省等の言書画生育委員全県レベルが行った農村生活調査によると,

"子どもを育てる時間がない｡もう1人ぐらい子どもを養育する金がないわけではないが,今は

まず生活をよくすることが先決であり,今は生活をよくすることができるときだ〝と答える夫婦
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が40数%であった｡ (『中国健康報』85年3-5月)

いまや中国農村の経済改革は,経済ばかりではなく,社会そして国民意識にも多大の変化をき

たしている｡

㊥ 経済,社会の現状

85年3月,中国国家統計局は,84年度における中国の国民経済と社会発展に関する各分野の統

計を公表しているが,これを基に,中国の経済,社会の現状について概要をまとめる｡

り 農 業

請負生産責任制はいっそう整備進展し,各種の専業農家 (専業戸)と経済連合体が出現し.商

工業,運送業,建設業,サービス業等に従事する農村民も大量に増加している｡これによって,

農産物の増祐実がさらに進/Uでいるo農産物の増収が,農産物の商品化 加工商品化そして副業生

産物の増加をもうながし.相乗作梢的進展をみせている｡

農菓総生産は,79年から83年まで年率79%の伸びであったが,84年度は前年比145%増と飛躍

的伸びを遂げている｡また,牧畜業および別業部門の増産もめさましいが,これは直接収入につ

ながることや加工業が急速に発展している結果であろう｡

林業,漁業も規模は小さいが,それなりに著しい成長をみせている｡最近の農業生産動向は次

表のとおり｡

<表> 農業生産動向と人口･食桂

単 位 l980年 1981年 1982年 1983年

1984年農 業 総 生 産 佑 一元 2,223.0 2.369.2 2.632.3 2,88

1.8 3.299.7作 物 栽 培 億 元 I.415.3 I,498.3 1.653.

0 1,789.4 1,955.9林 業 膝 元 9Li.5

98.4 106.8 117.7 137.9牧 畜 業 倍 元 339.6 359.6 407.0 423.0 496.1

-A ;A 膝 元 38.8 40.5 45.5 49.4

70.3副 業 億 元 334,8 232.4 420.0 502.

3 639.4郷 鎮 企 業 億 元 2Ll7.6 277.8 30

4.7 371.0 502.4食 糧 百万t 320.6 3

25.0 354.5 387.3 407.1綿 花 万 t 270.7 296

.8 359.8 463.7 607.7人 口 万 人 98,7O5

100,072 101-541 102,495 103,6041人当たり食糧 紬 324.8 324.8

349.1 377.8 392.9往･81年の1人当たり愈梅は180年より9中位で減少して



どが進み,84年の生産総級は7,015億元と前年比で14%増,計画の5%増をはるかに上回る成長を

遂げている｡

工業生産増の内訳をみると,国営工業生産額は前年比11%増,集団所有制工業生産額が219%

増と,集団所有制の伸びが顕著である｡

3) 商 業

市場による商品供給は,84年もさらに増大し,商品小売鰍 ま急増している｡84年度の小売総額

は3,357億元 (前年比17.8%増,価格上昇分を差し引いても14.6%増)0

主要消費物資小売量の増加はここ2,3年の傾向であるが,内容をみると,国民生活向上の様

子がよくうかがえる｡

また,商業体制改革によって,流通ル-卜,販売
く蓑> 84年度主要物資小売量の前年度比

ネットワークなどもいちおうの形態ができ,都市淑 食 糧

引センタ-は84年末までで2,248設置されている.坐

国に58,000余ある国営の小売店,飲食店,サ-ビス

業店のうち約46,600店を集軌 あるいは個人の経営

に転換した｡大衆の自由市場である ｢市｣は,84年

中に約8,000増え,全国の津々浦々に約56,000余ある

と推定される｡

4)教育,文化

教育事業も国の当初計画 (第6次5カ年引晩 81

-85年)より早いテンポで進んでいる｡

砂 糖

tJr1 tLll

綿 ･混紡等生地

毛 織 物

絹 織 物

毛 糸

自 転 車

カ メ ラ

テ レ ヒ

扇 風 機

テープレコ一夕-

洗 濯 機

冷 蔵 庫

19.5%増

9.7%増

161%増

49%増

23.8%増

19.0%増

296%増

9.9%増

17.7%増

53.3%増

540%増

59.7%増

837%増

130.0%増

学校教育分野でみると,初等教育ははば全国的に (84年度中国統計局公報)

普及したのか,小学生徒数には前年との変化はないが,中学校以上の増員が目立ち,上級学校へ

の進学増加がうかがえる｡また,84年は,国務院に教育委員会が設けられるなど,教育改革も進

められて,大学等高等教育の充実や学生数の増員 (85年までの計画を1年早めた)が行われた｡

文化 社会教育,報道なとの事業は,テレビ,ラジオ,新聞,雑誌等の普及によって急激に進

んでいる｡

5) 医療 ･衛生

医療 ･衛生分野は,施設の拡大と整備,医師の増昆 はだしの医者の再教育再配置など国民生

活の向上とともに進展している｡

病気では,ウイルス肝炎,ジフテリア,百日咳なと15種の急性伝染病の発病率が急速に低下し

ている(83年より20%減)0
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6) 生 活

全国2.100余県のうちの600県の31,435世帯 『農家収支状況サンプリング調査』 (85年統計局集

計)によると,84年の1人当たり純収入は前年比14.7%増の355元3角に適した｡1人当たりの生

計費は273元4角 (前年比10.1%増)｡同じく全国都市のうち82市の12.050Lu'帯 『労働省,公務員

等家庭収支サンプリング調査』では,1人当たり生計費 (消費)が前年比15.5%増の608元｡物

価上昇による調酪収入はあったが,物価上昇分を差し引くと実質収入は12.5%増にしかならず,

給与生活者の生活は苦しかったものと推測される｡

都市部の労働者,給与生活者は,84年末で1鮫1.824万人 個人経営者は296万人 (前年比65万

人増)であるが,労働者,給与生活者の平均賃金は961元(84年)｡

住宅建設,耐久消費財購入など消費支出の増大するなかで,貯蓄も増え続けている｡84年末の国

民総預金残高は1人当たり1,200元余,前年比36.1%増という急増を示している｡

<表> 国民所得の動向(84年度中国統計局公報)

7)社会



いくつかが合併され,末端行政機関である郷人民政府と合体され ｢人民公社｣(政社台) が作ら

れた｡

人民公社は,公共事業,農業の機械化 農村工業を進めるのに通した組織制度であり,政治的,

社会的にも,軍事,行政,教育を司どる基層組織であるとされた｡公社制の組織形態は,人氏公

社 - 生産大隊 (旧高級合作社 居民村)一 生産隊 (旧初級合作社 集乳 居民小組または村民

/ト組 :平均約30戸)の3段階にわたる所有･管理体制で成っており,生産隊を基礎的経営単位と

して,農地や生産手段を集団所有させ,労働時間を主な基準として生産分配を行う｡

公社制は,58年創設から20年にわたり,党と政府指導によって続けられ,農村において確実に

定着した体制であるとされてきた｡

しかし,公社制成立20年目の78年12月,党中央委員会総会 (三中総会)において,人民公社の

見直しが問われた｡ただし,‥中総会の見直しは,公社制の下で沈滞してしまっている農業生産

を高めるため,農民の生産意欲を喚起する方策 ｢生産責任制｣を導入することであって,積極的

に公社の解体をはかるものではなかった｡

ところが,生産責任制は,農家世帯を単位に,生産を講負わせ,労働の成果によって収入は反映

されるという制度であるから,共同労軌 共同経営,平等分配を基底とする公社制とは根本的に

相い入れない制度であった｡

生産責任制の導入によって,目覚めた農村は,新政策を- ックに次第に経済効果を上げ,公社

制の弊害を打破し,公社崩壊の方向へ進んでいった｡早くも80年には,人民公社の看板を外し,

郷人民政府と農業連合公司に政経分離した公社も現れるに到った(四川省広漠県向陽人民公社)0

こうした農村の情況変化を見きわめ,82年12月開催された第5期全国人民代表大会第5回会議

紘, "人民公社は農村の集団経済の一形態であった〝と明示する ｢新憲法｣を採択したのである｡

㊤ 農村の新 しい体制

｢新憲法｣の公布により,83年に入ると全国で政経分離は進み,83年末には全国の約半分の公

社が解体,84年末には,辺境の特殊地域を除く,全中国5万4千余の人民公社が解体するに到っ

たのである｡

公社は解体され,｢郷共産党委員会｣,｢郷人民政府｣,｢連合経済組織｣(｢農工商連合公司｣)
に大きく3分離した｡また,公社のFの生産大隊は村民委員会 (行政村)と村公司や村企業に,

さらに生産隊は合作社に再編成されたのである｡

1)郷党委員会

全郷の生産と工作を指導し,政策の宣伝教育を行い,行政村党支部,連合公司,党員を指導す

る｡郷党委員会は,書記1名,副書記2象 ただし副書記1名は郷長を兼任,10名以内の委員で

構成されている｡
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<図>公札 郷レベルの新旧体制(機構)

2) 郷人



㊥ 生産責任制

公社制時代においても,生産向上のため,自発的にし戸請負生産や作業組請負生産などの責任

制を実施する地域もあったようだが,いずれも政治的否定によって解消させられたといわれてい

る｡

78年の政策転換によって,79年から全農村で様々な形態の生産責任制が出現することとなったo

そして84年現在は,世帯別経営の生産責任制 (｢包乾到戸｣,一般には ｢大包乾｣といわれている)

が全国的に普及し,全農家の80%以上が包乾到戸である｡

また,生産隊の98%は生産責任制を実施しており,そのほとんとがLu等単位生産責任制である｡

｢包乾到戸｣ (世帯別経営生産責任制)とは, ｢大包乾｣ (完全請負)ともいうように,各農

家は請負農地において完全に経営権を持つ｡役畜や農具の使用,栽培計軌 生産投資をすべて自

己の責任で行い,農業晩 供出分,合作社 (村民′ト組)への留保分,などを納めて,残りはすべ

て自己の収入益となるO｢責任がもっとも明確で.利益はもっとも直裁,手続きも容易｣で,働

けば働くはと収入が増えるといわれている｡

④ 専業戸

生産責任制の普及によって,農民の生産意欲は昂り,農産物の増収もすすみ,収益の高い経営

が求められるようになり,ある種の産品づくりを専らにする農民が大畠に現れるようになったO

これらの農民が ｢専業戸｣または ｢重点戸｣と祢されたo

専業戸とは,専らある産品の栽培業を営む農家だけでなく,現在は,農産物加工,運送,サ-

ヒスなど各種の農村経済業務に従事し,それによる収入が全家計収入の半分以上を占める農村在

住世帯すへてを指すようになっている｡生産手段の所有形態によって, ｢請負専業戸｣と ｢自営

専業戸｣とがあり,一般に請負専業戸が多いが,個人で養鶏,養豚を営んだり,トラックを持ち

運送業を営むなとの自営専業戸もしだいに増えてきているo専業戸の種輯はきわめて多種多様で,

栽培業,飼育薬,加工業.縫製業,運送業,建築業,製造業,修理業,そして商業,サービス業

など多岐にわたる｡

いまのところ,専業戸は土地請負の栽培専業戸がもっとも多く,農家総世帯 (1億8,000万戸)

の14%程度と推定されている(中国農民風 84年泉 その後急増している)a

また最近は,84年 1月の改革によって,請負った土地の生産権利を他人に譲ることや15年以上

の長期土地請負も可能となり,経営規模を拡大する専業戸が増えており,これらの専業戸が年収

1万元,10万元という収入を上げて, ｢万元戸｣,｢10万元戸｣とはやされている｡

① 今後の動向

中国の農村では,今後さらに分業化,専業化.農産物の商品化が進むものと見られている｡土

地は耕作能力のある専兼戸が請負い,耕すことをやめた農民は他の専業に移る｡政策は転業転職
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を認め,移住も認めている｡政策は,地方都市建設と郷鎮村内の街建設を促進しており,郷村内

にも新しい店々が並び始めている｡

84年3月の大公報によると,｢中国の農村は圧倒的に労働過剰である｡20倍ムーの耕地をこれ以
上増すことは難しく,この耕地で栽培農業をやるのは現在の農民の3割程度で十分であるo農民

の4割ぐらいが商業,サービス業関連の仕事に,そして,あとの3割の農民は養殖業,工業,大

型工鉱業などに従事する｣のが今後の方向であるといわれている｡
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第3章 吉林省における農村人口出
産力と生活水準に関する調査





1 吉 林 省 概 況

(1)地 勢

吉林省は中国東北部の中部にあり東経122度～131嵐 北緯41-46度の間に位置し,総面積18万

7,400平方キロメートルで,日本の北海道,東北,関東地方を合わせた広さにあたる｡

長春市を省都とし8つの省直轄市(長春,吉楓 四平,遼鼠 公主嵐 通化 梅河口,揮江),1

地区 (自城),1自治州 (延辺朝鮮族自治州)に分かれ その下に23取 40県がある｡県および市

の下にはかつての人民公社にあたる郷 (1982年現在で865郷)と鎮 (同年254鎮)があり,郷の下

には村 (かっての生産大臥 同年10,152村),村の下には村民組または村民小組 (かっての生産隊,

同年70.381村民組)がある｡

地形は中部の平野地域,西部風砂地軌 東部山岳地域にわかれ,中部が主な穀倉地域であるO

黒龍江,遼札 鴨緑江,図lH江,緯芽河,松花江など河川･湖が多い｡また,主な山としては,

長日山脈の白頭山 (2,744m)があげられる｡

気候は温帯北部気候で朝晩の温度差が大きく,冬は長く寒さが厳しい｡気温は年平均摂氏4度

で,最高気温摂氏378鼠 最低気温摂氏一39.5度の記録があるo

耕地面積は1984年に総面積の22%にあたる6.082万500ムー (405万へクタ-lt/,全国耕地面積の

4.1%ムー)で,穀物生産は,326.9倍斤 (約160万トン)となり,1949年の918位斤,1965年の105

億斤,そして1983年の295.6億斤へと年々飛躍的な増加を示しているo

森林面積は総面積の36% (677万へクク-ル)を占め,木材生産は全国第2位,製紙は第3位を

占める｡

石鼠 オイルシェール,石油,ニッケル,モリフデン鋼,金,銅Ij:ど資源が豊かで,そのうち

オイルシェールの埋蔵量は全国第 1位をしめる｡特産品として朝鮮人秦,木耳(さくらの , 鹿茸

(しかつの),松茸がある｡

行政上の地理区分

省モ ≡慧 二…= 警 書芸 二 (岩器 二 (岩書'蒜 隊,

(注)長春市など大雛市では巧言がさらに市区 (都市部)と郊区 (農村部)に分かれるo
ただし市区,郊区は行政区ではない｡
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(2) 人 口

① 人 口動向

1984年末人口は2,284万4,961人 そのうち男子1,170万7,003人 女子1,113万7,958人で性比(女

子100に対する男子の割合)は105と男子人口が女子人口を上まわっている｡1983-84年の年平均

人口増加率は066%である｡省内には総人口の9%にあたる206万人の少数民族がおり,その人種

は朝鮮族 (少数民族の60%)をはじめ満族 (同28%),回族 (同6%),モンゴル族 (同6%)な

ど38にのぼっている｡

1984年末の吉林省の都市人口 (市鎮人口)i,256万1,117人,都市人口比率は55,0%で,1983年

の全Eglの都市化水準23.5%を上まわっている｡吉林省の主要地区の人口は図1に示されている｡

1983年末で人口が百万人を越す都市は長春市(177万人)と吉林市(110万人)の2都市のみである｡

図 1 吉林省主要地区の人口

(荏)各地区



吉林省の年齢構成を年齢3区分により観察すると,年少人口 (0-14歳)が総人口の33,2%,

生産年齢人口 (15-64歳)が同62.8%.老年人口 (65歳以上)が同4.0%,また中位数年齢は22,3

歳で比較的に若い年齢構造を有している(1982年人口センサス)｡主要地区の中位数年齢と比較す

ると,全国が22.9歳に対し,上海は29.3歳,北京は27.2歳と高く,吉林省は全国29地区の内で高

い順にみた場合15番目とはほ中位の水準にある｡

1984年の出生率は人口1,000人当り11.77,死亡率は5.27,自然増加率 (出生率-死亡率)紘

6.5と何れもこれまでの最低水準を示している｡しかし出生率は一般にi,000分の2程度の登録もれ

があると考えられており,今回の調査結果による推引値は同年13.24であるo自然増加率について

時系列推移をみると1950-60年代が最も高水準で38%0.1970年に2685%Oに低下し,さらにl人っ

子政策が導入された1979年には13.89%Oと約10年間に半減し,1980年には10.2%｡と低下の一途をた

どっている｡これは第 1表に示したように東北のその他の省 一 遼寧省,男龍江省においても同

様の水準である｡この人口動態率の水準は年齢構造に差があるものの1984年日本の水準 (出生率

12.5,死亡率6.2,自然増加率6.3)とも遜色がないものであるといえよう.

1970年のピ-ク時の出生数は年間70万人であったが,現在は23万人にまで低下しているOもし

計画生育か実施されず,1970年の高水準の出生率が続いたと仮定した場合-1970-82年間に430

万人の出生増が見込まれたことが推計されている (吉林省計画生育委員会)｡合計特殊出生率,す

なわち婦人 り＼当たり平均子供数は1962年に6392であったのか,79年に2.64,81年に1.88となり,

84年には1.46と80年代に入り急速に減少している｡都市,農村別にみると都市で1962年に5.448で

あったのか1981年に1.441へ4.007低下し,農村では同じく6996が2,112へ4.884下がり都市より低

下の速度が速い(1982年吉林省生育率抽Lil,調査より)o同様に遼寧省は1.36とはほ吉林省と同水準

であるが.黒龍江省は2.2で全国平均 (2.07)をやや上まわっている｡ちなみに日本の合計特殊出
生率は1982年に1.77であった｡これより吉林省は高い出生力水準からわずか20年余りの短期間に

日本より低い水準に到達したといえよう｡

12歳以上人口に占める文盲率は全国が31.9%に対し,吉林省は21.8%で全国29地区中,5番目

に高い識字率を有しているoとくに女子の文盲率は29,0%で全国水準の45.3%に比へ低く,急速

な出生率低下をもたらした要因のlつと考えられる0

15歳以上人口1,507万人中.就業人口は63%で全国平均78%に比し,就業者比率は低いo非就業

者 (554万人)には,主婦 (家事労働者,57%),学生 (18%),失業者 (3%),週休退職者(7

%),その他 (15%)が含まれる｡就業者の産業別構成比をみると第 1次56%,第2次26%,第3

次18%で第1次産業就業者が多いが,全国水準 (第 1次74%,第2次16%,第3次10%)と比較

すると第2次,3次の就業者比率が高いといえよう｡これは吉林省が農業のほか,自動車工業を

初めとする重工業も発達していることに起因する｡

㊥ 計 画 生 育

吉林省の計Inj生育(計酎 Ii産)運動は.1963年に開始されたが,1966年の文化大革命突入ととも
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第1表 中園と東北三省の人口と経済手旨標 1984年

土 地 面 敬(万ka)

稔 人 口(万人)

人 口 密 度(人)F 108

少 数 民 族(万人 %)4ノ6.723(6.7%)4)

出 生 率(人口千万人につき)

死 亡 率( )

ll.77 F ll5

自 然 増 加 率( )

合 計 特 殊 出 生 率

出 生 者 中 第 王 子 o) 割 合(%)

計 画 生 Ifi一 率 (%)5)

節 帝 率 (%)6)

都 市 化 率 (%)

文 臼 率 (%)2)

718) ∃ 80

85 91.6

恩 杯 漁 業 就 共 著 比 率%)4)

平 均 世 帯 人 員 4)

耕 地 面 積(万ムー)7)1)

穀 物 生 産(万 トン)

1 人 当 た り 穀 物 生 産 (kg)

農民家庭平均 1人当たり純収入(元)1)

職工家庭平均1人当たり生活費収入(元)1)

症

1)1983年の数値

2)1982年,12歳以上に占める文盲,
半文盲人ロの割合

3)全国は1983年の数値

4)1982年の数値

5)計画生育率-計画出生数/出生数×100

6)節背率-(有配偶再生産年齢女子中避妊実行

音数+同年齢の不妊手術を受けた

女子)/(有配偶再生産年齢女子～

同年齢の不妊症女子)×100

-避妊率十絶背率

7) 1ヘクタール-15ム-

8)1985年吉林省出生率と生活水準の調査

(資料)

中国大百科全書出版社

｢中国有料年鑑 1984｣

北京経済管理雑誌封二

｢中国経済年鑑 1984｣



に一時中断され,70年代に再開された｡1979年に趨紫暢首相により今世紀末に中国人口を12億人

に抑制するため1人っ子政策が導入され,吉林省でも積極的に計画生育活動を展開した｡三普及,

すなわち①人口理論と人口政策の普及,㊥優生優育知識の普及,㊥科学知識 (家族計画に関する

知識)の普汲,に努めており,その結果女子の平均初婚年齢は1950年の18歳から1984年の22歳へ

上昇したO有配偶再生産年齢女子の88,74% (1984年)が何らかの避妊措置を講じている｡避妊手

段としては,大部分がIUD (上fイこ)であるが,不妊手術 (結染 40歳以上の高年齢の婦人に多い)

も次いで多く,ピル (□服夏ij),コンド-ム,ペッサリー (工具)は少ない｡しかし避妊に失敗す

る者も多く.1982年の人工流産の総数は既婚女子の38.13%にあたり,人工流産の手術を受けた

婦人の75%は計画外妊娠によるものであった (1982年吉林省生育率抽出調査による)｡

分娩場所は以前自宅分娩が多かったが,現在では施設分娩が増加しており母子衛生の向上に責

献している｡乳児死亡率も低下は著しく,1982年の北京等20都市平均で13.0,上海等12省市の

49県平均で222に対し,吉林省は1985年の今回調査で9.88という低水準に達している｡

現在,｢控別人口数亀 堤高人口素質｣のスローガンが,街のここかしこに見られるが,人口
増加の抑制と人口資質の向｣二に努めている｡そのため晩婚を奨励し (1981年婚姻法では結婚年齢

を男22歳,女20歳としているが,都市では男27歳,女25歳,農村では男25歳,女23歳以降に結婚

した者に結婚休暇2週間が与えられる｡),少産,とくに1人っ子政策 (1人っ子の夫婦にさまざまな

経済的優遇措置を講じている｡特別な条件をもつ夫婦や少数民族を除いて第2子出産の制限をし,

とくに2人以上は厳 しく制限している)を推進するとともに,結婚予定の夫婦に健康診断を行い,

遺伝病の有無を検査し,妊婦や赤ちゃんの健康管理と児童の保健衛生に努めている｡新婚夫婦に

対しては,晩婚少産の思想教育を婚姻登録の際に行い,さらにコンドームなど実物の避妊器具を

入れた ｢新婚夫婦パンフレット｣を送っている｡

吉林省の1981年出生老中第 1子が61%,第2子が26%,第3子以上が13%で第 1子出生者が多

い｡ これに対して同年の全国平均がそれぞれ47%,25%,28%であり,吉林省は年齢構造の差異

を考慮するとしても1子率が高く,1人っ子政策の普及ぶりがうかがわれる｡

吉林省の少数民族に対するl人っ子政策は,少数民族自治州 (延辺朝鮮族自治州)の自治にま

かせている｡延辺地区の1984年のスロ-ガンは1人を提唱し.2人も許可するものであるが,同

地区の1984年出生者中第 1子の割合は80%であった｡これは同地区では朝鮮族が多く,文化教育

程度が高いこと,子供を多くもつと負担もますという考えが広がってきているとのことであった

(延辺朝鮮族自治州計画生育委員会報告)｡計画生育委員会では,計画生育活動推進のために,各

農村毎に常住人口登記表や育齢婦女 (再生産年齢女子)登記表 (別添)などが整備されている｡

吉林省延辺朝鮮族自治州龍井県飼俳郷言f幽生育委員会では,避妊の手段別に名札が掲示され,一

覧表で当地の計画生育の状況が識別できるようになっていたOこのように吉林省の計画生育は,

都市はいうまでもなく,農村にも深く浸透してきているとの印象を受けた｡
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(3) 経済,開発計画

吉林省の経済は1978年以降,飛躍的な発展を続けている｡1983年の省総生産額は298.1億元と

なり,5年前の1978年と比較しL14.3%の増恥 前年比では17.4%の増加を示した｡このうち工業

総生産鰍ま1983年に167.56億元.農業総生産鞭は826億元で,工業総生産額は農業総生産額の2

倍以上の額を示している0第2表および第2図より工業,農業の各総生産額の伸び率をみると,

1978-83年間では工業42.1%に対し,農業48.2%の増加を示し,また対前年比では工業147%に

対し農業は27.1%の増加と,いずれも農業生産の伸びが著しいことを示している｡これは1983年
注1)

が天候に恵まれ豊作であったこともあるが,その他の要因として1980年以来全省に普及しつつあ

る農業における生産責任制 (生産請負制)の実施が大きく寄与しているといえよう｡

吉林省では1983年に95%以上の農家が ｢戸別経営制｣ (家族経営)の ｢包産到戸｣という請負

い方式をとっている.戸別経営制の場合.殿地は,各農家にその世帯の総世帯人員か,16歳以上の

世帯人員,あるいは両者の組み合わせに応じて配分され,したがって生産活動は,請負った農地

で家族単位で行われるol人っ子家庭の場合は,その1人っ子に対し通常より多く配分される｡

請負農地は全国平均ではi人当たり2ムーであるが吉林省では3ムー配分される0

1978年以来大幅な増産をみたT.要農産物は,とうもろこし,経済作物(油料,甜菜),鹿茸でい

ずれも年率10%以上の成長を示しているOこのような増産の背景には農民が各種の農業機械を購

入,投資し,農業の機械化をはかったためでもある｡農民のトラクタ-保有台数は5,4万台,省内

保有台数の68%以上に達しているOさらに郷鎮企業 (農村企業,かつての社隊企業 一 人民公社

の企業)による生産額の増加率は年率17.8%で,ここ数年来郷鎮企業はきわめて早いテンポで発

展している(第3表)o郷鎮企業の主要業種は,養殖業,鉱物採掘業,加IT.業,商業サービス業,輸

送業,小型エネルギ-建設業と建築業であるC

工業生産も飛躍的な増加を示した｡そのうち垂j:.業生産額は101.6億元 198283年増加率は19,

7%を示し,軽工業は66.6億元,7.8%であった.主要J.業製品*,とりわけ著しい増加を示した

のがハンドトラクター,テレビ,洗濯機などである(第4表)｡ラジオの生産量が1982-83年に

-40%で減少した一方,テレビが同期間113%,洗濯機が62%と増加した乙とは人々の生活水準の

向上を示すものである｡

基本建設投資総鰍 ま1983年に13.3億元,前年比Il.2%の増加であったO主要な項目として白山

水力発電所と長春第一自動車製造工場があげられる｡白山水力発電所は国家の重大70項目の1つ

で,1983年12月にすでに完成し,東北電力綱に加入している｡

東北地区の遼寧,吉林,異能江3省と内蒙古自治区の一部の地区を含む新しい経済開発区が建

設される予定になっているOこの地区の工農業生産総額は国の生産総額の15%を占め,鉄軌 石

lth,天然ガスの生産量はそれぞれ国の総生産量の25%,66%,33%を占めており,この地区は中

国最大の重化学工業基地となっている｡この東北経済圏の窓口である大連 (遼寧省)は84年4月,

経済開発区として指定されているが,大連の対外開放は,大連とその後背地である東北経済圏と
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第 2表 1983年吉林省主要経済指標
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図2 吉林省工得業増加速度
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第3表 吉

林省農業発展状況項 目 単 位 1983年 1983年まで
の各年増加率脚 1979年以来年平均増加率%1978

年 1982年農 業 総 生 産 値 一福 元 82,6

48.2 27.i 8.2ねL,t豆 総 生 産 値 臆 年 295.8 61.6

47.8 10.1其 水 稲 依 存 30.3 25.2 4.6 4.6中 大 豆

と ーも こし 億 斤億 斤 17.62 32.32

23.097 5.814亜 つ ら油 料 宅l

i畠 斤 l寧8.7.8 9写L218.4 5.34.0

.026.1甜 菜 方 トン El5.1 Ilo.9 40.9 16.1壁 栽 培 人 参 万 ハ斤 657.3

56.5 26.4 9.4産⊂一日口 鹿 茸 斤 62,430 130.9 4.5 18.2･牧二重こ 大家畜飼養頭数 斉 頑万 頑 245.7123.7 6.113.7

4.89.4 1.22.6其中牛飼養頭数‖一業
豚 飼 養 頭 数 万 東刀 /T:i 413.5152.5 28.923.2 20.35.4 6.64.3羊 飼 養 頭 数



第4表 吉林省主要産品産量状況

産品名称 単 位 1983年 1983年までLtD各年増加率L%) 1979
年以来1978年 1982年 5年平均

毎年増加率糊石 炭 万 ト ン 1.981.8 -3.8
4.7 0.8原 油 万 ト ン ー78.6 - 3

.5 56190 -0.7発 電 量
佐 渡 122.3 31.2 .1 5.

6秩 万 ト ン 29.1 44.8 .2

7.7鋼 材 万 ト ン 36.4 54.2 1.0 9.i木 材ガ ラ ス 万立方米万 梼 箱 609.5137.3 4.8162.0 -016.8
.9 0.921.2セ メ ン ト 万 ト ン

227.6 64.6 128.0 10.5硫 酸 万 ト ン ll.7 33.0 .0 5.9

カセイソ一夕化 学 肥 料 万 ト ン方 ト ン 5.
630.7 19.114.6 9214

.0.9 3.62.8自 動 車 万 繭 7.0 17.8 .1 3.3万

台 2.9 241.2 255.6 27.8布其中化学繊維 万 米万 米
18,999.5895.5 52.4 22317 8.8毛 織 物 万 米 276.

0 20.3310,730 27.8 3.832.7-06紙自 費云 車ミ シ ン 万 ト ン万 約万 !R 40.934.596 10652.6.4

1腕 時 計テ レ ビ 万 5i万 部 58.210.5 131.947.7倍 511288 18.3

118.4ラ ジ オ 万 部■ヽ 6.9 -7L1.7 -40.4 ･-

-24.0洗 濯 機飲 料 酒 万 ロガ ト ン 14.423.1 178.3 62

3228 22.7(出所)第2表にiulじの相互依存関係を前提 としてなされたものである｡すなわち大連が外資と先進技術

を導入 し,東北の資源開発と老朽化 した工業設備の改造をはかり,電子,精密機器など技術 ･知識集約型の新産業の振

興をはかり.発展 させることにある｡吉林省は東北経済圏のエネルギー供給地としてばかりでなく,工業地域としても発展が期待されている｡

注1)1985年8札 束北地区t糊 10年ぶりの大洪水に見舞われ.吉林省も33人が死亡.40余万へク

タ-ルの耕地が損害を受け,27ラ余軒の家屋が倒壊し,多くの小型ダムが決

壊したが,その農作物への影響など詳しい隅輔は

明らかでないo(参考資料)｢北京周朝｣｢中国経済年鑑｣1984
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2 調査の概要

調査の対象 調査客体の仙札 調査員の選定と訓練,面接調査の実際等については中国側報告

の第2章 (本報告書の4章)に詳述されているので.ここで重複して述べることは避けるが,以

下において扱う日本側における集計分は,農村のみで城市は含まれていない｡集計世帯の給数は

5,418世帯で人口総数は24,754人である｡中国 側の集計によると,農村の世帯総数は5.421世帯,人

口総数は24,785人で,われわれの集計分は.したがって,それより3世帯,31人少ないが,その

理由は未詳である｡

調査票は世帯調査票 〔調査票 (-～))と15-60歳既婚女子出産力調査票 〔調査票 (二)〕とか

らなる｡前者の調査項目は,世帯員各人の氏名･男女の別･世帯主との続柄 ･出生期日･出生地

･民族･配偶関係･教育程度･職業･仕事の種輯･経営形式,世帯の貯蓄額･貯蓄目晩 住宅の

間数･面積･建て方 ･建築年次等,耐久消費品El･生産用異の所有状札 請負生産品目･生産量,

専業戸か否か･専業戸の樺瑞,耕地面積,家畜の所有状況,飲料水の種類,世帯の収入額,悼

帯収入額の変化,生活水準などである.後者の調査項目は,当該既婚女子の初婚期日･初婚年齢,

初婚時の夫の年齢,妊娠歴 (妊娠結果,妊娠終了期日,出生児の性･生死の別･死亡児の死亡期

日),避妊の経験･方法 ･搾乳 避妊しない理由,避妊知識の経路,結婚 - 第 1子出生間の避妊

実行の有無,老後における子供との同居希監 子供が父母を扶養すること,財産相続,子供をも

っこと,1人っ子証受領の有無などである｡

3 集計結果の分析

A 総体分析

(1) 出生地

現在住んでいる村 (行政村)で生まれた人の割合は,年齢とともに減少していく｡男子では10

歳未満の子供では954%が同村生まれであるが.60歳代では42.7%であり,女子では10歳未満で

950%,60歳代で24.4%である｡30歳代の男女を比べると,村内生まれは男63.5%.女34.5%で,

女子の村外からの婚人の多いことを物語っている｡吉林省内生まれの割合になれば,60歳代でも
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男で80%,女で76%ある(表1)0

(2) 民 族

調査標本には朝鮮族その他の少数民族を含んでいる｡しかし,その割合は9%足らずにとどま

っている(表2)｡調査客体の選ばれた吉林省全省からの150の村民′ト組の個々についてみると,潤

査世帯Etj世帯主が少数民族である割合が10%以上の村民小組は24あり,50%以上のものは13あり,

5村民小組は100%である(表31)O

(3)年齢 ･配偶関係構造

調査標本人口の年齢5歳階級構造をみると,突出部は15-19歳の部分である(表2)｡各歳別テ

-夕でとれば,13-17歳の5歳階級が最大人口を示す｡これは1982年の中国人ロセンサスの全国

年齢構成の特徴とも矛盾しないO年齢3ⅠgJ))構成では15歳未満31%,15 64歳66%.65歳以上3

%である｡

女子の未婚者割合は15-19歳で97.9%,20 24歳で41.8%,25-29歳で3.02%である｡結婚年

齢の高いことが反映されているO男子では20 24歳60.7%,25-29歳15.1%,30 34歳6.3%であ

る(表3)0

(4) 教育程度

学齢期の子供はほとんど小学校に通っており,15-19歳人口の教育程度は,男子で初等教育が

41.0%,中等教育以上が556%で,女子で初等教育47.8%,中等教育以1.48.6%である｡30歳代

前半では初等教育45.3%,中等教育37.4%,高校以上の教育程度が102%であり,女で初等教育

55.5%,中等教育17.9%,高校以 上二の教育程度3.2%である｡65歳以上では文吉 ･半文盲の割合が

男で79.5%,女で93.8%である(表4)｡

(5) 職 業

職業は農民 =人,F軌 医師,教師,学生,その他という6区分であるが,15歳以上人口に

ついて,男で86.4%が.女で82.2%が農民であり,工人 千部,医帆 教師は男で38%,女で

l.1%に過さないo農民では65歳以上人口割合は,男で4,9%,女で3.5%あるが,工人,干瓢 医

晩 教師で65歳以 E二はほとんどない(表5)o

中等教育以上oj教育程度の者が,男子の場合∴ リ＼で65.1%,千部で85.5%,医師で94.7%,

教師で97.4%である｡農民ではその割合は38.5%であるが,これには年齢構成の違いも関係して
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いる(表6)0

(6) 世帯の収入

1984年分の世帯収入額別世帯数を1,000元階級区分で示すと,1,000-1.999元が39.3%で最大で

あり,次ぎが2,000-2.999元の22.6%である｡3,000元未満の世帯が78.7%を占める(表 8)｡ 貯

蓄のある世帯の割合は年収の高いほど高くなり,年収1,000元未満世帯で7.3%,年収4,000元以上

の世帯では45.6%である｡貯蓄のある世帯の平均貯蓄額は1,500元程度であり,これは年収階級に

よって異なるが,年収1.0001 ,999元世帯で998元 年収5.OOO元以上の世帯になると2.342元にの

はる｡

1983年と1984年との収入の比較では.ただ1年の差のみであるから,大きな違いがみられるわ

けではない01983年で年収1.000-1.999元の世帯割合は38.9%,2,000-2,999元のそれは16.4%,

3,000元未満全体で87.1%になる(表18)｡年収1,000元階級区分で1984年の年収が1983年のそれと

同一階級およびそれより上の階級にあった世帯は,年収1.000-1,999元で58%および39%,2,000
-2,999元で50%および41%,3.000 3,999元で48%および40%であり,1983年に4.000元以上の

世帯で1984年もそうであった世帯は83%である｡

5年前との生活水準の比較では,｢非常によくなった｣および ｢よくなった｣と答えたものの
合計が.1984年の収入階級別に,1.00O元未満世帯で16%,i,000-1,999元で97%,2,000-2,999

元で98%,3,000-3,999元で99%,4,000元以上の世帯で99%である(表25)｡生活水準が向上 し

たという意識が著しいことを示している｡また,世間一般との生活水準の比較の意識でも,同じ

かよりよいと患っている世帯は,1,000元未満世帯で54%,1,000-1,999元世帯で78%,2,000-

2,999元Ltf帯で87%,3,000-3,999元世帯で91%,4,000元以上の世帯で95%になる(表26)0

(7) 世帯人員

世帯人員別の世帯数割合は,4人世帯が最大 (253%),次が5人Lu帯(21.5%),3人世帯(20.6

%),6人世帯 (13.1%),7人世帯 (7,5%)等の順となる(表10)｡また世帯人員の多い世 帯は

ど住宅面積も大であることが示される(同表)0

世帯人員の大なるほどtLf等の年収もまた大である.1984年分収入額の平均が,1人世帯 1,012

元 2人世帯1,071元,3人世帯1,654丸 4人世帯1.861元,5人世帯2,491元 6人世帯2,658

元,7人世帯2,973元,8人世帯3,363元等となる(表il)｡2人と3人,4人と5人の間で変化が

特に大きいo
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(8) 住 宅

1984年分の収入階級別に平均住宅面積をみると,年収1,000元未満で50.0m2,1.000-1,999元で

564Id,2,000 2,999元で60.3nf.3.000 3.999元で66.6nf,4,000-4,999元で70.8nf,5,000

元以上の世帯で78.8Trfである(表9)o

住宅の類型別 (土壁造り,二階建て,レンガ建ての3区分)では土壁造りが72%,レンガ建て

が25%で,二階建ては0.1%にすぎない｡土壁造りよりはレンガ建ての住宅の方が一般に住宅面積

が大である075nf以上が前者では11%であるが,後者では20%になる(表12)o

建築年次別にみると,レンガ建ての家の方が土壁造りの家よりも多く建てられるようになった

のは,1982年以降である(表13)O年収額の多い世帯はどレンガ建ての家に住んでいる傾向がある｡

レンカ建ての家に住んでいる担岸の割合は,年収1,000元未満で15.0%,1,000 1,999元で23,6

%,2,000-2,999元で291%,3,000元以上のLU.帯で333%である(表14)0

飲料水をとこからとっているかを,上水道,ポンプ汲み上げ式井戸,普通の井戸,河川に分け

ると,ポンプ式井戸を備えるtqu満が44%,普通の井戸のLtf等が43%,上水道9%,河川1%とい

う割合である(表24)0

(9)請負生産

請負7品目別世帯数割合では,とうもろこしが89%,大豆が78%,粟が54%,こうりゃんが53

%,その他が48%,米が28%,麦が15%の順である(表16).世帯の収入額と請負品目との間には,

特に目立った関係はないようである｡しかし,たとえば米を請負生産している世帯の割合は,年

収1,000元未満の世帯で27%,1.000 1,999元で同じく27%,2,000-2.999元で40%,3,000元で

40%,3,000元以上で32%である｡これに対し,麦生産を請負う世帯は,年収1.000元未満で18%,

i,000-1,999元で17%,2,000-2,999元で12%,3,000元以上で14%であり,前者の方が, 多収

入世帯の請負割合が低収入世帯のそれに比へて,大きいという傾向があるo

品目別生産量 (1984年)で最多はとうもろこし,次ぎは米である｡生産量4,000斤以上の世帯

割合 (当該品目生産世帯についての割合)は,とうもろこし57%,米40%で,あとはすへて10%

未満である(表19)0

(10) 耐久消費財 ･生産用具の所有

耐久消費財,生産用貝の所有の有無と世帯の年収との間にも,比較的明らかな関係がみられる

(表17)｡たとえば,ミシン所有世帯の割合は1984年の収入軌 ,000元未満のLu帯の29%から,4.000

元以卜の世帯の77%までふえていくo テレヒ所有世帯の割合は,I,000元未満世帯の場合の7%か

ら5,000元以 l二世帯の場合の56%まで増大する｡生産用具 (-ンド･トラクタ---,トラクター,そ

一-45-



の他の農機具)の場合はその傾向がもっと顕著で,年収5,000元以上の世帯の43%はこのいずれ

かを所有するが,年収1,000元未満の世帯でこれを所有するのは3%に過ぎない｡

(ll) 専業戸と非専業戸

専業戸であると答えた世帯は384世帯で,全体の7.1%に当たる(表20)｡その他の世帯を非専

業戸ときめてしまうわけにはいかないが,専業戸のLtf帯の方が年収構成が高い｡専業戸では40

%が1984年の年収3,000元以上の世帯であるが,専業戸以外では19%にとどまっている｡

(12) 耕地面積

耕地のある世帯は97.9%であり,そのうち,10.0-149ム-の世帯が最多で24%,次ぎが

5.0-9.9ムーの21%,次いで150-19.9ムーの19%,20.0-24.9ム-の12%,i.0-4.9ムーの

9%などとなる(表21)｡耕地面積の大なるほど年収の大なることは明らかで,1984年の平均年

収額は,耕地面積lムー未満で1.095丸 1.04,9ムーで1,343元,5,0-9.9ムーで1,786元,

10.0-14.9ムーで1,949元,15.0-19,9ムーで2,189元,20.0-24.9ム-で2,465元 25.0-29.9

ムーで2,847元 30,0ムー以t二で3,647元である.また.耕地面積が大fj:るほど総生産量の大な

ることもよく示されており,たとえば.総生産量10,000斤以上の世帯割合は,1ムー未満世帯

での5%から,30.0ムー以上の世帯での73%まで増大していく(表23).

(13)既往出生児数 ･現存児数

吉林省で1人っ子政策が実施され始めたのは1979年末である｡1985年のこの調査で結婚持続

期間別の既往出生児数にその影響が現れているとすれば,それは,結婚5年未満の夫婦におい

てであろう｡初婚の妻で結婚持続期間4年の252名 (結婚年齢16-29歳)のうち既往出生児数0.

1,2,3児の割合は,それぞれ3.5%,76.6%,19.0%,1.2%である(表34)｡同3年の227名(結

婚年齢17-28歳)ではそれぞれ5.3%,83.1%,ll,1%,0.4%である｡近年の結婚コーホ-卜

でも第2子,第3子を産むものがこの程度はいる｡結婚持続期間5-9年の初婚の妻 (結婚年

齢14-29歳)934名では,0児1.3%,1児40.8%,2児48.2%,3児8.8%,4児0.9%という

構成である0

1984年の年収階級別にみて収入の大なるほど平均現存児数が大になる (1,OOO元未満2.05人

1.000-i,999元2.49̂ ,2,000-2,999元2.88人 3,000-3,999元3.16人,4,000-4,999元3.25

人 5,000元以上3.31人)(表51)が,これは表11で観察した世帯人員の大なるほど年収が大で

あるという関係と同じで,子供数の多いほど世帯人員が大になり,それが年収を大にする関係

による部分があるものと考えられる｡
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妻の教育程度と現存児数との関係では,教育程度の高いほど平均現存児数か小さくなる (表50

で文盲3.96人 半文盲3.37人,初等教育2.46人 中等教育172人 高校程度1.27人)が,これに

は教育程度の高いほど年齢構成が若い (表4)という関係を考慮に入れておかなければならない｡

(14)避妊の実行

初婚女子の年齢別既往出生児数 (現存児数)紘,20-24歳0,79(0.77)A,25-29歳lA4(1.40)

人,30-34歳2,30(2.23)人,35-39歳326(3.ll)人 40 44歳4.24(400)A,45-49歳5.10

(4.66)人である(表38,39)0

15-49歳初婚の妻で避妊実行中の者 (カッコ内の数字は不妊手術を受けた妻)紘,現存児数1

児で865% (2.3%),2児で95.9% (60.4%),3児で97.8% (72,6%),4児で94.1%(66.2%),

5児で89.6% (53.7%),6児で80.45% (424%)である(表39,40)0

既往出生児数1児の初婚の妻で避妊実行中の省は857%であるが,その実行理由をみると,計

画生育の呼びかけに応じてという理由を挙げる者の割合が著しく多く,避妊実行者の78,5%にの

ぼる｡これ以上産まないためというのは8,0%に過ぎない(表36)oこれが既往出生児数2児の妻に

なると事情は一変する｡避妊実行者の割合は96.3%で,このうち,避妊実行理由が,これ以上産

まないためというのは44.1%で,計画生育の呼びか桝こ妃､じてという理由を挙げる者は52.3%で

ある(表37)0

人工妊娠中絶経験者は,既往妊娠回数 1回の場合1%,2回3%,3回4%,4回4%,5回

10%,6回11%,7回13%,8回16%,9回15%,10回21%,11回以上の場合32%である(表35)0

結婚してから第1子出生までの間に避妊を実行した妻の割合はきわめて小さい｡49歳未満の妻

(既往出生児数1児以上)で1.9%に過さない (表41)｡結婚より第 1子出生までの年数別にこの

期問に避妊を実行した妻の割合をみると,2年末満で1.4%,2年以上5年未満で3.3%,5年以

上10年未満で1.9%,10年以上では皆無である (衰42)｡

(15)理想子供数

理想子供数は現存リ己数に左右されることが大きいが,現存児数の如何にかかわらず言えること

紘,2児を理想とすると答えた妻の割合が最大なことで,その割合は現存児数別に,0児68%,

1児74%,2児91%,3児71%,4児78%,5児74/Oo',6児74%,7児80%等となっている (義

47)0 1児を理想とする者は0児の妻で30%,1児の妻で25%であるo

(16) 子供の価値

これは子供を持つととんなよいことがあるかという質問によるもので,喜びである,労働力に
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なる,老後の助桝こなる,経済的負担になる,精神的負担になる,チャンスを失うという答えを

選択してもらう形式のものであるが,15-49歳の妻について, ｢老後の助けになる｣というのか

年齢を問わず最大で,全体として45%ある (表46)｡次ぎに割合の大きいのは30歳未満の若い妻で

は ｢喜びである｣で,だいたい30%近くあり,30歳以上の妻では ｢経済的負担になる｣で20%前

後を示す｡その次ぎは上記の逆となる｡

(17) 老後の子供との同居希望

20歳以上の妻では,どの年齢階級でも希望すると答えた者が最大で,その割合は年齢とともに

増加する｡すなわち,20-24歳では47%であるが,45 49歳では79%を示す(表43)0

(18) 子供が父母を扶養すること

これは,よい習慣である,義務である,しなければならないことである,良くないことである,

その他という回答の用意されているもので,15-49歳の妻で,｢義務である｣と答えた者が75%
あり,次は ｢よい習慣である｣と答えた名で21%ある(表44)｡年齢的にもとくに大きな差異はな

いO他の回答ほどくわずかに過さない｡

(19)財産相続について

財産を相続させるのは長子にか,男の子にか,すべての子供にか,老後面倒をみてくれる子供

にか,特に考えていないか,その他か,を15-49歳の妻にたずねたもので,45-49歳の妻では,

｢老後面倒をみてくれる子供に｣というのが46%で最大であり,次ぎは ｢男の子に｣の31%,そ

の次ぎが ｢特に考えていない｣の13%である｡年齢の若くなるほど ｢老後面倒をみてくれる子供

に｣の割合は減少していき,｢特に考えていない｣の割合は逓増し,｢男の子に｣の割合は35-
39歳をピ-クに若い方へ減少していくOたとえば25-29歳の妻では.上記の順に27%,24%,30

%といった分布になる｡

ー48



B 地域分析

(1)人口の地域別分布と年齢横道の比較

調査対象人口は30.660人,そのうち男は15,727,女14,933人であり,人口性比は,105.3である｡

吉林省人口全体についての人Lj性比の105.6によく対応しており,全国人口性比の106.3(1982)A

り若干低いO対象地域を都市,農村 (山区,平取 草原の3地区に区分)についてみると,対象

人口の分布はそれぞれ表1の通りである｡

表1 調査対象地域人口比分布および性比

人 口 性 比

払 市 19.2 18,4 2OO 966

農 村 808 816 80.0 1075

223 227 21.9 109.1

438 441 43.4 106.9

147 148 14.6 106.9

台 言寸 1OO0 100O 100.0 105.3

全省サンプルからみた都市人口比率は約20%で,全省都市人口比率55%より著しく低くなって

いるが,全国人口の都市人口比率 (20.6%,1982)にはほ一致している｡

注目すべき点は人口性比である｡サンプル人口全体の人口性比は105.3であるが, これは吉林省

人口の105.0(1982年センサス)や全国人口の1063とよく一致しているが,サンプル地区の都市

では人口性比が農村よりも著しく低くなっていることである｡いいかえれば,農村では男が女よ

りも多いが都市では反対に男が女よりも少ないということである｡これは,郡市における工場労

働やサーヒス産業に必要な女子労働力が農村から転出していることによるものと思われる｡特に,

農村の中でも山区では女100人に対して10%近くも男が多く,女の流Ij紬i著しいことがわかる｡

次に年齢の分布構造についてみてみよう｡まず,年齢3区分によってみると表2の如くである｡

人Uの年齢別分布は,都市と農村によって著しい差異かみとめられる｡まず,0-14歳の子供

人口の割合は,わずかに22,4%で,農村人仁lの30,7%に比較して著しく低率であるo このことは,

出生率水準が農村で高く,都市で低いことの結果であり,計画生育政策の都市と農村での差異や郡市

と農村での出生に対する人民の態度の差異を反映しているものと思われる｡子供人口割合が30%とい

うのは,日本の1960年のそれに対応するものであり,22%というのは今日のE1本人Uのそれに相当す

るo都市におけるIはJ,生率低Fが短期間に大幅に低Fした結果として子供人口割合のはげしい低下が

生じたが,65歳以上老年人目の割合は,農村よりも高くなってはいるものの,なお著しく低い｡した
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がって,都市の生産年齢人口割合は73%と著しく高い｡日本人口の年齢構造にもみられたことの

ない高水準である｡

農村の中でも山区.平取 草原によって若干の差異がみられる｡草原の子供人口割合がもっと

も高く,32%を示しており,他方において65歳以上高齢人口割合はもっとも低く2,9%となってい

る｡それぞれの地域について男女別に年齢構成を示しておいたが男女間の差異は大きくない｡都

市の女の年齢別分布において,子供人口割合が21.0%でもっとも低く,65歳以上高齢人口割合が

5,6%ともっとも高くなっていることを付記しておこう｡

表2 地域別年齢構造の比較

総 人 口

都 市 22.4 728 4,8 23.8 722 4.0 21.0 73.4 5.6

農 村 307 65.7 36 307 65.5 38 30.7 65.9 3.4

30.5 653 4.2 299 65.7 44 31.1 64.9 40

30.4 661 3.5 32,6 63.8 3.6 30.2 66.4 3.4

32.0 65.1 29 32,3 64.7 3.0 317 65.6 2.7

全 地 域 29.1 67.1 38 29.4 668 3.8 28.8 67.3 3.9

最後に,都市･農村別,男女別に5歳階級別分布について述べておこう｡表3はこれを示した

ものである｡

以上の5歳階級別ピラミッドで注目されることは,都市ではほぼ15-19歳グル-プが最大の比

重を占めているが,それ以下の低年齢において急速にその比重が低下している｡特に0-4歳,

5-9歳階級の比重が著しく低いことは,出生抑制がこの10年間に画期的な発展を示したことを

物語っている｡農村においても15-19歳の男の比重13.2に対し,0-4歳の比重は7.8へと40%の

低下率,女の比重は約50%の低下率である｡都市についてみると男の場合の比重の低下は農村と

同様40%の低下率であり,女の場合は農村以上に (56%の低下率)低下している｡以上のことは,

農村においてもこの10年間にわたって郡市にも劣らない計画生育政策の成果が得られたことを示

している｡

(2) 再生産年齢女子人口の配偶関係構造

15-59歳の再生産年齢女子人口の配偶関係構造をみると表4の如くである｡

15-i9歳の結婚は農村,都市のいずれにおいても極めて少ないo郡市の女子では零となってい

る｡しかし,農村での結嫡年齢は都市よりも若い｡農村では20-24歳で結婚しているものは60%

近くにも逮しているのに対して,都市では24%で,農村の半分にも達していない｡25-29歳の女
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子でも農村では97%が有配偶者であり,ほとんどが結婚している状態にあるが,都市ではなお87

%である｡農村の男子は20-24歳で結婚する者は40%に達するが都市ではわずか13%にすぎない｡

このように,結婚年齢は都市では,農村よりも晩婚となっているが,30-34歳においては都市･

農村を通じて男女ともにほとんどが結婚してしまう｡アジアに共通とみられる普遍結婚の特徴が

中国にも存在する｡生涯未婚と考えることのできる45-59歳での未婚者は,女では都市･農村を通じて

皆無であり,わずかに男では,0.4%(都市).2.3% (農村)という低水準の生涯未婚率がみられ

る｡離別も極めて低く,都市で0.4-0.5%,農村で0.1-0.2%の水準であるoLかし,農村にお

いても,女子の結婚年齢が25歳前後に集中していることは,出生力の軌急からも注目すべき特徴

といわねばならない｡

表3 都市･農村札 男女別,年齢5歳階級別分布の比較

都 市 側 農 村 脚

I

,

I

T

:,･.
:ii

T･

TJ

7.
7

::･
一7.
.7

rf

‥T

fT

い

6,4 5.2 7.8 7.2

6.5 6.4 10.6 10.5

10.9 95 12.3 13.0

10.9 118 13.2 13.4

10.9 117 10.9 108

9.1 95 8.5 8,5

8.6 7.9 8.8 9.3

6.2 78 6.5

6.8 71 4

80 7.9 4

5.6 4.0 3.4

35 2.6 3.1

8

5

8

4

7

6

4̀

3

3

2

2.5 3.1 2.7 2.7

1.6 1.9 1.8 1.4

1.1 1.2 1.1 12

0.8 1.8 05 0.6

0.5 0,7 04 D.3
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表4 地域別再生産年齢女子人口の年齢別配偶関係構造
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(3)再生産年齢女子人口の教育程度別分布

出生力と密接な関係をもっている女子の教育水準別分布についてみてみよう｡
表5は
,
教育

水準を文盲
,
小学晩初等中学
,
高等 中学

,
大学以上の5区分によって,
女子の年齢別にその分

布を都市と農村について示したものである｡
文盲率は都市において極めて低いが
,
農村では10倍以Lの水準にある｡
都市では初等中学と高

等中学の卒業者がそれぞれ40%前後であるのに対し
,
農村では小学校と初等中学がそれぞれ40%

前後の水準にあり
,一
段階低くなっている｡
大学以上の高学歴者は都市では7%に近い水準にある

が
,
農村では極めて少ない√一般に,
都市
,
農村にかかわらず
,
女の教育水準は男よりも低い｡
注目されるのは
,
農村女子の文盲率が18%と高いことであるo
農村を山区
,
平原
,
草原の3地区別に比較してみて興味深い点は
,
山区
,
平取草原の順序に

従ってある傾向がみられることである ｡山区では,



のの割合が最低でありながら初等中学,高等中学のものの割合が最高となっている｡他方,草原

では,文盲率は最低,小学校水準のものの割合は最高であるが,初等中学,高等中学は最低であ

る.平原はLLF区と草原の中間水準にある.草原では何よりもまず小学校教育に重点がおかれてい

るため,中等以上の学歴者の割合は低いが,文盲率がもっとも低く,反対に山区では中等以上の

教育に人々の関心が強いため,高い文盲率,小学校教育水準のものの低率の中で,初等 ･高等中

学卒業のものの高い割合が達成されている,というように考えることもできよう｡

しかし,いずれにしても,都市と農村の間における教育水準の著しい格差,いいかえれば農村

における教育水準が都市のそれに比較してこのように劣っているにもかかわらず,出生抑制が前

にもふれた如く,都市にそれほど劣らない成果をあげていることは注目すへきであろう0

表5 再生産年齢女子人口の教育程度分布の都市･農村比較

地域 ･男女

lh区(≡数

平原 (警数

草原(警数

全地域信 教

I.2 88 42.6 40.7 6.7

03 65 4′10 39.7 95

19 110 41.4 416 4.1

12.5 442 347 84 0.2

72 41.6 430 10.4 03

18.2 469 28.6 6.3 0.1

139 39.9 359 10.1 02

8.4 378 41.3 123 0.3

198 42.2 301 7.7 0.1

12.5 444 348 8.1 0.2

7.0 425 40.4 98 0.4

183 464 28.9 6.3 0.1

106 50.0 32.8 6.7

6､1 447 3(J8 9.3

15.2 55.4 25.4 39

102 36.9 364 15.1 15

59 347 41.2 161 2.1

14.6 39.1 314 14.0 1.0

(4) 出生子供数別分布

有配偶女子の出生子供数別分布を都市,農村別についてみると表6の如くである｡

出生子供数は都市と農村において著しく異なっている｡都市では子供 1人が圧倒的に多く40%

近くを占めているが,農村では27%にすぎない｡子供2人のものは都市では27%で,農村の24%

よりも高くなっているoLかし,3人以上では農村の方が多くなっている｡農村では1人のもの
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と2人のものの割合の差はそれほど大きくはなく,両者あわせて51.3%にすぎないが,都市では

両者あわせると65.7%となり,全体の3分の2の対象者は,1人を中心として2人の子供をもっ

たもので構成されている｡

農村をさらに3つの地域に区別してみるとそれぞれの間に著しい差異はみられない｡山区では

3人のものが比較的多いことや草原では1人のものの割合が比較的低いといった傾向がみられる

が,-般的にいって子供2人の夫婦が子供1人の夫婦のそれに近い大きな比重を占めていること

が注目される｡

表6 出生子供数別分布

子 供

区

原

原

市

村

山

平

苧

1

＼ー

都

農

次に,この出生子供数別分布を女子の年齢別の観点から郡市と農村を比較してみると表7の如

くである｡

表7 妻の年齢別出生子供数別分布の都市と農村の比較

年 齢 な し 1 人 2 人 3 人 4 人 5人
以上 計都可 尉 寸 都市 農村 都可 農村 郁巾 農村 都市 FBi村

都市 農村 都 市 農 村15-19 - 61.3 38.7 - -

100,020-24 54.2 300 44,6 639 12 5.6 - 0.4 01

1000 100.025-29 85 54 903 549 1.2 32.9 63 - 04 -

01 100,0 100.030-34 2.1 2,0 70.9 16.7 256 464 1.3 257 - 7.8

1.4 100.0 100.035-39 0.9 1.0 15.1 31599 235 185 37.1 3.9 26.2 1.

7 9.2 1000 100.040-44 05 09 5.6 2.4 39.0 67 371229 14131.1 3.8

35.9 100.0 100.045-59 08 0.9 3.4 2.2 212 6O 305 100 28.8 23.4 15.3

57.4 100.0 100.0計 6.1 7.2 38.7 270 270 243 158 17.6 8.6 12.4 3.

8 ll.6 1000 100.0子供が 1人という夫婦の割合が特に高いのは,都市の25-29歳の90.3

%,30～34歳の70.9%にろられる. しかし,農村では20-24歳の63.9%,25-29歳の54.9

%がもっとも高く,30-34歳ではわずかに16.7%で著 しく少ないo子供が2人という夫婦の割合が離市



歳の妻であって約60%を占めている｡しかし,農村の35-39歳の妻の子供2人のものの割合は,

23.5%にすぎないoもっとも,農村の35-39歳の妻では子供3人が37.1%でもっとも多く,4人

でも26.2%を占めており,2人のものよりも多くなっている｡35-39歳あるいはそれ以上の妻の

コウホ-トは,いわゆる111人っ子''政策以前の結婚者であるため一 一tl人っ子"政策の前に

はl子供は2人"といった計画生育宣伝が行われてはいたが一 平均出生児数は一般に高いのは

当然であろう｡しかし,35-39歳の都市の妻では子供2人が圧倒的に多いのに対し,農村のこの

年齢の妻では3人 (37.1%),4人 (26.2%),2人 (23.5%)に分散しながら高出生率を示して

いる｡人口政策がさらにゆるやかであった当時の結婚者である40-44歳についてみると,都市で

は子供2人 (39.0%),3人 (37.1%)に集中しているのに対し,農村では5人以上 (35.9%),

4人 (31.1%),3人 (22.9%)と強い多産的傾向を示しており,都市･農村間の著しい出生力格

差はきわめて明らかである｡45-59歳の妻についてみると,このような傾向は一層強くあらわれ

ている｡たとえは,都市でも子供3人のものが30.5%,4人が28.8%と高く,農村では5人以上

が60%近く(57.4%)を占めている｡

(51 出生間隔の傾向

出生間隔は出生力の傾向,水準の変化を計測するさいの重要な要因であり,近年この分野の研究

が活発となっているo母乳か人=栄養かの影響や家族計画の実行の影響などが介入してくるため,

その分析は容易ではないが,家族計画が普及して低出生率が達成されてくると,出生間隔のわず

かな変化が出生率水準に影響をもたらす可能性が出てくる｡

まず,農村について,1964-1972年の期間と1975年以降に区分して,出生間隔を初婚から第1

千,第1子から第2子等についてみると表8の如くである｡

結婚から第1子'出生までの間隔は,避妊が行なわれないかぎり,一般に短い｡1972年以前も19

75年以降のいずれの時期においても,1年以内と1年～1年半のいずれも若干の差はあるが30%

前後であって,両者を合わせた1年半未満は60%余である02年未満で一括すると1964-1972年

の期間では75.2%,1975年以降では81.6%となる｡

第1子と第2子の間の出生間隔は,第1子の場合と異なり,1年以内は極めて少なく,1年か

ら1年半でもなお15-16%にすきない｡1年半以降2年半以内のものがだいたい40%前後を占め

ている｡第2子以降の出生間隔では高順位になるほど1年以内および1年-1年半といった短い

間隔のものは加速的に減少する｡2年～2年半のものがもっとも多い｡

しかし,1964-1972年の期間と1975年以降の時期については著しい差異はみられず,ほぼ同じ

ような傾向がみとめられる｡

都市については対象者が少ないため,結婚から第1子までの間隔のみについて触れておこう｡

1964-1972年期間におけるこの間隔は.1年未満が約40% (39,7%), 1年ないし1年半未満が

25.4%であって,両者の合計,つまり1年半未満のものは65%となる｡また1975年以降について
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表8 農村における出生間隔

1964- 1年以内 293% 3.3 2.6

18 1.61972年 1年～1年半 311 14.9 10.1 8.6 98

1年半～2年 148 20.7 16.7 153 1482年～

2年半 8.1 233 24.7 26.2 24.12年半～

3年 4.6 14.4 17.2 141 17.03年～3年半 31

85 11.6 129 9.83年半～4年 2,5 38 4.3 5.

5 6.74年以上 6.5 111 129 15.

0 160100.0 】000 100.0 1

000 100.0計 (1,243) (I,18

3) (984) (767) (792)1975年 】年以内 35.5 43

1.6 37 1.8以 降 1年～1年半 288



(6) 生涯出生力の比較 一 教育程度別

妻の年齢が40歳以上である者の出生児数ははば出生を終了した生涯出生力あるいは完結出生力

であると考えられる｡ここでは,40-44,45-49,50-54,55-60歳の妻の教育程度別にその出

生児数をみてみると表9の如くである｡

表9 都市･農村別教育程度別生涯出生力の比較(平均出生児数)

文 盲 3,ll439 3.93 5.13 468 578 4.58 541小 学

2.60 4.22 3.72 493 3.82 514 556 5.12初 中 2.42 3.51 314 483 4.04 4.00 5.43 4

.57高 中 280 4.13 2.76 260 2.1 - 4.25 7.50大

学 3.63 2.57 - - -合 計 268 4.18 3.36 502 4.06 5

.64 493 5.38都市の対象数や,農村でも55-60歳の高等中学卒などは特に対象数

が少ないため,不規則な傾向も部分的にはみられるが,完結出生力は都市よりも農村において高く (55-6

0歳を除く), 敬育程度と逆相関の関係にあり,差別出

生力の存在を示している｡各年齢群全休についてみると,明らかに農村の生涯平

均出生児数は都市のそれよりも例外なく多い｡40-44歳では56%,45-49歳では4

9%,50-54歳では39%,50-60歳では9%,農村の方が都市よりも平均出生児数

が多くなっている｡40-60歳までの全女子の平均出生児数は都市で3.47̂ ,農村では

4.98人となっており,農村では生涯出生児数は約5人 都市では3.5人といった著しい出

生力格差を示していることが注目されるo(7) 避妊実行者の避妊理由と避妊方法の都市と

農村の比戟(力 避妊理由まず,避妊の理由についてみると,都市と農村でかなり著しい差異がみられる (表10参照

)0"子供



表10 避妊実行理由の都市･農村比較

区

原

原
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都

農
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0
)

. 4

.7

.4

.･1

.8

0
0
nU
9
0
0
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0
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1
3
1
1
･1
2
･-
(

1

8

6

..1

7

,-3

0

一人

O

L

注･
合計欄のカッコ内数字は実数｡

農村の中では山区における出生間隔調節を坪由とするものが5%(4
.
7%)ともっとも高いこと,
また 草原ではl呼びかけに応えて"が60%と極めて高いといった特徴が注目される｡
出生間隔 調

節のために避妊を行なっているのは,
計画生育担当指導員の指導によるものと思われる｡

㊥避妊不実行理由

避妊を実行し ていない者に
,
その理由が調査されているo
その揮由の分布を示すと表ilの如く

である｡ 表11避妊不実行者の理由別分布の都市

･農相比較都 市 188 17.8 4.0 24.8 34.6

農 村 29.0 22.3 6.3 257 167 loo

(

202)loo(696)注･合計欄かソコ内数字は実数避妊を

実行していないfFiP由の主なものは,都市では閉経がもっとも多く,次いでttその他 "tl妊

娠中 ""妊娠希望 "となっているO農村ではt妊娠中 "がもっとも多く,次いで"その他 "一一妊娠希望 ",tl閉経 "となっているo宗教上の理由によるものは1人もない｡それぞれ当然の

理由ではあるが,"その他

"が郁札 農村のいずれにも25%前後あることが注目される.(垂 避妊方法の分布

避妊方法には



市 ･農村別についてみると表12の如くである｡

表12 避妊実行者の方法別分布の都市･農村比較

1

9

1

-

一

〇

0

3

0

区

原

原

市

村

山

平

草

-

･-＼ー

都

農

0
4
0
4
0
7
0
9
0
＼ノ

4

.7

.4

.0

.8

0
0
0
9
0
0
0
2
〇
一･1

0

-0

.0

,0

.0
7

1
1
･.1
3
･■･l
一･l
1
2
･■･l
(

注･合計欄のカツコ内数字は実数

避妊方法は都市と農村によってかなり異なった特徴がみられる｡
第1は都市ではIUDが圧倒

的に多く67%を占め
,
次いで比毒は低いが第2位を占めている女の不妊手術が約19%を占め
.
両

者で86%となっていることであるO
第2は農村では女子の不妊手術がもっとも多く約48%,
そし

て第2位の王UDがほぼ同じくらいの比重46%を占め
,
両者で932%となっていることであるO
経口

避柾薬
,
コソド-ム,
リズム法等があるが
,
いずれも少ない｡
農村の中では草原の女の不妊手術

が52
.
5%を占めもっとも高い比重を占めてい ることが注目される｡

しかし
,
いずれにしても
,
中

国ではIUDと女の不妊手術の2つの方法に集中していること,
特に農村での不妊手術の高いこ

とが特徴的である｡

(8)避妊知識の入手経路

避妊についての知識をどこで得たかは
,
政府の清秋本人の教育等の指標として重要な意義を

もっている｡
次表にみられる如く
,
いくつかの入手経路があるが
,
政府の宣伝員がもっとも多い

ことが注目され
,
政府の活動の大きさを示しているといえよう｡
農村での避妊の知識は
,
もっぱら宣伝員から入手しているが,
都市では宣伝員とほぼ同じよう

な割合を示しているのが職場であることが注目される｡
職場という場合
,
職場での計画生育担当

者からのものであるとすれば,これもほぼ宣伝員と同じ機能をもっていると考えられる｡
したが

って,
郡市の宣伝員と職場を合計すると77%となり
,
農村の73%とはぼ同水準となる
｡
次いで
,
書籍雑誌といったマス･コミの役割がかなり重安となり,
郡市では17%
,
農村では13%である｡
農村を山区
,
平原
,
草原に区分してみる と著しい差異は みられないが,



表13 避妊知識の入手経路の都市･農村比較

都 市 4.1 03 37.0 169 40.4 1.2

農 村 7.0 1.5 4.2 13.4 728 1.2

LLF区 70 0.5 53 14.7 70.1 24

平原 8.1 19 3.6 128 72.9 07

草原 3.3 07 4.5 135 77.4 07

loo.0

(1,867)

100.0

(6,214)

100.0

(1,722)

1000

(3.414)

100.0

(1,073)

注 合計欄カッコ内は実数.LljL茎,平原,草原の実数の合計は6.209であって

農村の6,214より5少ないO

日本においてもこのような調査があるが,日本では雑誌がもっとも多く40%に近い割合を占め

ており,これに新聞,単行本,ラジオ,テレビ等のマスコミを加えると50%に達する (毎日新聞

社第14回全国家族計画世論調査,1977年)｡

(9) 子供に対する価値観

子供に対する価値,同居,親扶養についての調査が行われている｡

まず,子供自体についての考えかたについてみると表14の如くである｡

表14 子供に対する価値戟

チャンスを失う

郡 市 50.4 42 175 17.5 10.6

農 村 19.1 11.4 460 189 4.4 0.3

100.0

(i,998)

100.0

(7,442)

注 合計欄のカッコ内数字は実数

子供に対する価値観が,都市と農村によって著しく異なっていることが注目される｡その特徴

をひとことでいえば,都市では子供は "喜び〝であると考えるものが圧倒的に多く,50%を越え

ているのに対し,農村では "老後扶養〝として役立つ子供に価値をおいているものが圧倒的に多

く.半分に近い46%を占めていることである｡労働力としての子供に価値をみとめているものは,
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郡市において4%,農村においても11%にすぎない｡子供を経済的負担と考えているものは都市

で17.5%.農村では18,9%とはぼ同水準である｡精神的負担と考えているものは,都市で10.6%

で,農村の4.4%よりもはるかに多い｡経済晩 精神的負担を合計してみると,都市では28.1%,

農村では23.3%となる｡子供は負担であると考えるものが都市,農村でもかなり多く,特に都市

において30%近い水準にあることは注目すべきであろう｡子供は労働力であるという考えかたは

都市では4.2%と著しく低い｡農村においても11%で,都市よりも多いが,予想外に低い割合であ

る｡農業の生産請負制の実施と共に働き手の多い世帯での収入の増加が著しいという最近の傾向

の中で,労働力としての子供に対する価値観が高まっているのではないかと予想されたが,現実

にはそうでないことが判明した｡むしろ,老後を子供に頼るという伝統的な価値観が存続してい

るoしかし,他方,都市においては,老後扶養とか労働力といった価値観から脱却して,l喜びP

としての子供へと移行していることが明らかになった｡特に,都市で顕著な成功を示している

"1人っ子政策Rによる1人っ子という貴重な子供に対する t喜びH観が強いとも予想され,磨

村では1人っ子と共に2人の子供も珍しくないが,農業の後継者としての彼らに老後を期待する

農村の伝統が強いように思われる｡

このような子供価値観を妻の年齢別にみると表15の如くである｡

表15 子供価値観の妻の年齢別にみた分布一都市･農村別

チャンスを失う

都 市

15-･24 79.1 110 33 66

25-34 66,3 2.9 15.1 1O.2 54

35+ 40.7 5.0 19.0 21.9 13.3

農 村

15-24 30,4 9.6 40.4 144 4.8

25-34 21.7 9.8 47.0 17,4 3.7

35+ 137 13.1 46.7 21.5 4.8

･l

l

(

I

1

l

1

1

2

1

3

【

】

o
･
3

0
･
4

0
･
3

都市では若い年齢の妻はど子供に ､喜び′を感じ,15-24歳では79%と著しく高く,25-34歳

では66%,35歳以上では40%にまで低下する｡この年齢の増大とともに ■経済負担〝と考えてい

るものは22%と増大する｡

農村においても,若い年齢において "再びRと感ずるものはもっとも多いが,15-24歳でもわ

ずか30%で郡市のこの年齢層の半分にもならない｡35歳以上では "喜び〝と考えるものはわずか
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に14%となる｡他方において "老後扶養〝とみなすものは,農村では一般に高く,どの年齢でも

40%以上 35歳以上でもっとも高く47%に達しているo注目すべき点は,35歳以Lでは都札 農

村ともに経済負担と考えているものが22%に達していることである0

次に,子供と同居,子供が親の面倒をみることについての女性の考え方についてみてみよう｡

表16は都市･農村について示したものである｡晩年において子供と同居したいかということと,

子供が両親を扶養することについてどのように考えるかについての調査結果である｡

蓑16 子供と同居,老後扶養に対する考え方
u)

晩年子供と同居したいか

考えたことがない

都 Fl]' 52.7 119 94 260

農 村 67.0 2.1 11.3 196

100.0

(1,446)

100.0

(5,395)

子供が親を養うことについて

やむ与えない よいことではない

郡 市 214 73.2 03 07 4.4

農 村 209 762 14 01 1.5

100.0

(1,554)

100.0

(5.434)

晩年に子供と同居したいと思うかどうかの質問に対する考え方は,都市と農村においてかなり

の差異がみとめられる｡農村においては,肯定している者が圧倒的に多く70%に近い割合を示し

ているのに対し,郡市では53%とかなり低い｡はっきりと否定したものの割合は都市で高く,農

村ではきわめて少ない｡ "考えたことがないNといった消極的な態度を示しているものは,都市

で多く26%となっているが,農村においても20%とかなり高い割合を示している｡このように同

居という観点から見ると,郡市と農村の間の佃日直観にかなり差異がみられる｡

しかし,子供が雑を養うことについての考え方では,都市と農村の間でほとんど差がみられな

い｡ "義務′であると考える者の割合は,農村,都市ともに70%を越えており,都市の73%に対

し,農村は76%で若F高くなっている｡ "よい習慣〝と考える者も,都市･農村ともに20%前後

で差はない｡ "よい習慣〝であり, "義務〝であると考えている者を合計すると,都市では94.6

形,農村では97,1%となり,中国では都市,農村を通じて親扶養に対する肯定的価値観が圧倒的

に多く,歴史的伝統の失われていないことを立証しているようである｡

最後に,希望子供数について述べてみよう｡表17は希望子供数を1人,2人,3人 4人以上

に区分して示したものであるが,妻の年齢別にもその区分が示されている｡
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表17希望子供数の分布一都市･農村比較

都 市 37.】 61.0 15 0.5

15-24 54.3

25-34 46.5

35+ 30.1

農 村 155

15-24 265

25-34 14.3

35+ 132

45.7 -

524 0.4

67.2 2.2

77.8 43

72.4 08

806 3.7

77.2 59
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注 合計欄のかソコ内数値は実数

都市では子供2人を希望する者が61%でもっとも多く,子供1人を希望する者は37%にすぎな

い｡しかし,農村ではこの傾向はいっそう強く,子供1人は15%余にすぎず,78%が2人を希望

している｡しかし,子供1人を考えている者の割合は,都市では農村の2倍以上であって,子供

1人志向は都市において高いことがわかる｡

しかし,妻の年齢別にみると注目すへき伯向が見られる｡都市についてみると,妻が15-24歳

というもっとも若い年齢層では,子供1人希望者が子供2人希望者を上回っている｡しかし35歳

以上の妻では子供1人希望は30%でもっとも少ない｡もっとも,この35歳以上では子供を産み終

わっているものと考えられ,1人っ子政策が実行される以前の結婚者であり,すでに大部分のも

のは子供2人を持っていたと考えられ,この事実にもとづいて子供2人を希望子供数としている

ように思われる｡

特に,注目すべきは農村である｡もっとも若い15-24歳の妻でも子供1人を希望子供数と考え

ている者はわずか26.5%であって,都市のこの年齢の妻のそれの半分にすぎない｡72%は子供2

人を希望している｡25-34歳ではこの傾向はいっそう強くIj:り.希望子供数1人ではわずかに14

%,希望子供数2人は80%を越えている｡35歳以上の妻で,希望子供数を3人とする者が 59

%,4人とする者が3.7%あることも注目すべきであろう｡
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(10) ､1人っ子証〝の割合

1人の子供をもったあと,1人っ子に満足し,あと子供を産まないことを届出たものには,tl

人子証` (独生子女証)が与えられ,いろいろな特権,優先権をもっことができる｡ この1人子

をもった夫婦の中で,1人子証をもっているものの割合を都市･農村別にみると表18の如くである｡

表18 1人子証所持者の割合

880 59.0 455 60.0 77.0
総 数

(482)(1,263) (332) (722) (209)

15-19 - 50.0 667 333 66.7

20-24 811 560 40.5 575 72.2

25-29 87.9 616 477 623 85.2

30-34 910 632 457 673 786

35-39 88.6 56.0 40.0 625 500

40-44 91.7 41.7 100A0 - 333

45十 50.0 20.0 500 125 -

1人子証をもらっている者は,農村の約60%に対し,郡市では88%と高くなっている｡これを

年齢別にみると,45歳以上の高齢の妻を除くと80%ないし90%の高水準にある｡しかし,30-34

歳の91%をピークとして25-29歳では88%,20-24歳では81%と若くなるほど低下していること

が注目される｡

農村でも,30-34歳の63%を最高として,年齢が若くなるにしたがって低下しており,20-24

歳では56%となっている｡このような最近の結婚における1人子証割合の低下は,政府の政策変

化の影響によるものとか思われる｡農村をさらに3つの地域に区分してみると,山区でもっとも

低く45%,そして平原60%,草原77%と高くなっており,地域の特徴があらわれているようであ

る｡

恒) 財産相続についての態度

財産を誰に相続するかほ親と子の間の重大な問題であるo老後の生活との関連においても考慮

されていると考えられるO都市,農村別に,誰に相続するつもりであるかの調査回答の結果を示

すと表19の如くである｡

財産相続にあたって誰に相続するかについての質問に対する回答は,都市･農村によって著し

く異なっている｡都市においては "すへての子供〝に財産を相続すると考えているものかもっと

も多いのに対して,農村では自分たちの老後の面倒を見てくれるものに財産を相続すると考えて
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いるものがもっとも多く36%に達している｡次いで,男子というのが30%に近い割合を示してい

る｡長子に限定すると予想外に少なく78%にすぎない｡仮りに長子を男子と考えること,男子は

全体で36.6%となり,老後の面倒をみてくれる者の割合に匹敵する｡都市では "考えたことがな

い〝が26%もあり,一般的にいって相続の対象者については深刻には考えられていないように思

われる｡しかし,農村においては現実的な観点から財産相続を誰にするかを考慮しているようで

ある｡

蓑19 財産相続予定対象者の分布一都市･農村比較

すべての子供 老後の面倒をみる子供 考えたことがない

都 市 19.6 167 253 9.7 25.8 29

農 村 7.8 288 72 361 19.5 0.5

100,0

(1,421)

1000

(5.434)

注 合計欄のカッコ内数値は実数

(12) 農村における生活水準の変化

農村における生産請負制の採用以降農家の生活水準の上昇はめさましいoどのように変化した

かの質問に対する回答を5つの選択肢によってその分布をみると表20の如くである｡

農家全体についてみると明らかに上昇したと答えているものは,70% (69.3%)にも達してお

り,わずか に向上したものを加えると954%となる｡ "変化なし〝が3.3%,下降したものは1.3

%にすぎない｡生活水準の上昇がいかにめさましいものであったかを知ることができようO

表20 生活水準の変化

かすかに向上

農 村 69.3

(≡≡ … …

わずかに下降

1

l

1

3

注 合計欄のカッコ内数値は実数

農村の地域別にみてもあまり差はみられない｡約70%が向上 25%がわずかに向上で,合計95
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%のものが5年前と比較して生活水準が向上していることになり,例のないめざましい経済的発

展を示したことになる｡

このような生活水準の向上を背景として,自分の生活水準からみて社会の中でどのような階層

に属するかの質問に対しての答えをみると表21の如くである｡

表21 社会階層の分類一都市･農村の比較

農 村 14.5 26.2 37.9 16.2 5.2

8

2

2

6

｢〇

3

2

9

5

8

5

4

3

7

3

0

5

n

U

4

3

4

3

9

4

3

7

5

2

2

2

.4

4

7

1

5

よ
り

区

原

原

山

乎

草

100.0

(5.421)

100.0

(1.492)

100.0

(2,926)

loo.0

(1,003)

注 合計欄のカッコ内数値は実数o都市部は集計されていない.

自分たちの生活水準は中流と考えている者がもっとも多く約40%を占めている｡また,中流の

上も26%と高く,上層の14.5%を加えると41%となる｡したがって,中流以上は80% (78.6%)

近くに達する｡下層だと考えている者は5%にすきない｡生産請負制によって所得水準が急上昇

した結果は.大部分の人々が中流以上だと感ずる方向に動いており,所得水準格差感は極めて少

ないことが注目されよう｡

農村を3つの地域別にみると草原において中流以上がもっとも多く82%に達し.中下および下

層はもっとも少ない｡他方,山区は農村の中でも申下,下層がもっとも多く,両者で25%となっ

ている｡しかし,地域間の格差はそれほど著しくないO

(13) 貯蓄目的について

どのような目的で貯蓄しているかについての調査結果を示すと表22の如くである｡

貯蓄の目的の大部分の60%は,住宅と耐久消費財購入となっている｡子供の養育は第3位,そ

して老後のための貯蓄は10%でもっとも少ない｡生活の質的向上は,住宅と耐久消費財に向けら

れている｡生活水準の向上がめさましい時,人々はまず住宅を改造したり,新築したりすること

と,それにふさわしい耐久消費財を整えることに,人々の関心が集中する｡

地区別にみると,平原での "住宅〝,草原での耐久消費財購入が目立っている｡子供の養育の

ためが,山区と草原で多少多くなっているが,老後のためという目的では10-11%水準で,地区

での差はほとんどみられない｡
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表22 貯蓄目的の分布(農村)

耐久消費財の購入

農 村 32.1

‡≡≡ …三…

0

1

nU

ll

注 合計欄のカッコ内数値は実数

(14) 世帯収入階級別世帯数 (1984年)の分布

各地域別に1984年の世帯収入をいくつかに区分し,その分布をみると表23の如くである｡

蓑23 地域別世帯収入階級別世帯数分布

1984年世帯収入 (元)

近郊農村 1.941 246 39.0 19.3 7.5 21

平 原 2,117 16.1 39.6 22.9 12.2 4,7

草 原 2,112 18.4 37.3 222 11.5 4,2

山 区 2,083 17.1 39.7 224 11.0 3.9

合 計 2,175 169 392 226 11.7 4.4

100.0

( 187)

100.0

(3,382)

100.0

( 864)

100.0

( 985)

100.0

(5,418)

注 各地域の平均値は所得階級の中央値｡999元以ドは500元 5,000元以上は5.500元として計算｡したが

って.原票の合計平均値とは一致しない｡･t一元′は日本円で現在は55円位であるol985年4月ごろの89円

に比較すると円高の影響を受けて下がっている｡

全体の平均世帯収入は2,175元である｡月額にすると181元を越える｡一般労働者の平均賃金を

仮りに60元とすると約 3倍となる｡収入階級別 にみると1,000-2,000がもっとも多く約40%を占

め,次いで2,000-3,000元が23%近くを占めており,両者合わせると62%に達する｡

地域別 にみて注目されることは,近郊農村である｡もっとも低い収入階級の1,000元未満の者
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が25%といちばん多いにもかかわらず,5,000元以上という高額収入の世帯が7%で他のどの地区

よりも多いということで,格差の著しいことを示している｡その他の地域では著しい差はみられ

ない｡

(15) 家族規模および家族構成の特徴

まず,家族の規模,すなわち家族員数についてその分布をみると表24の如くである｡

表24 家族規模の分布

家 族 規 模

702955村農
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nU
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･.･1
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1

2

2
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2

6

2

6

cc

4

｢〇

4

3

2

2

2

2

100.0

(5,421)

1000

(1,492)

1000

(2.926)

100.0

(1,003)

注 合計欄のカッコ内数値は実数

4人家族がもっとも多く,次いで5人家族と3人家族がそれぞれ21%前後の割合を占めている0

したがって,家族規模が3人ないし5人という家族規模が全休の67%を占めている｡しかし,6

人以上家族および7人以上家族がそれぞれ13%を占め,両者あわせて約26%を占めていることも

注目される｡これを地区別にみると著しい差異はみとめられない｡

以上のような小数家族の多いことは,核家族や2世代家族の多いことを示唆している｡ これを

明らかにしたものが表25と表26である｡

予想通り,核家族が77%以上を占めている｡それはほぼ2世代家族の78%に対応している｡し

かし,3世代の大家族が16%を占めていることは注目される｡

地区別にみると,山区では3世代がもっとも多く,18%を占めているのに対し,草原では12%

ともっとも少なくなっている｡草原では3世代家族がもっとも少ない代わりに,2世代家族がも

っとも多く80%を越えている｡

佃 民族構成

調査対象地域の民族を/tylfl拭族,少数民族に区分してみると表27の如くなっている｡
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表25 核家族,親族形態別分布

注 合計欄のカッコ内数値は実数

表26 世代別分布

農 村 0.6 161 781

0

6

0

8

6

2

0

5

4

･1

0

0

区

原

原

山

乎

草

注 合計欄のカッコ内数値は実数

表27 民族別分布

近郊農村 82.9 17.1

平 原 95.0

草 原 91.3

山 区 78.4 2

合 計 91.0

100.0

( 187)
100.0
(3.382)

100.0

( 864)

100.0

(985)

1000

(5,418)

注 会計機のカッコ内数値は実数
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平原は漢民族が圧倒的に多く95%を占め,少数民族は4.7%にすぎない｡しかし,草嵐 山区に

なると少数民族の比重が増大する｡時に,山区では少数民族は21%を越え,漢民族は80%未満と

なっている｡しかし,近郊農村の対象数は少ないが少数民族が17%を占め,山区に続いて多いこ

とが注目される｡

(17) 農家の専業 ･兼業別分布

農家の専業 ･兼業別に分布をみると次表28の如く,専業は94%で,兼業は6%にすぎない｡特

に,近郊農村において兼業率は10%と高くなっており,山区の約2倍であることが注目されよう｡

表28 農家の専業･兼業別分宿
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0)100.

0(855)100.0

(967



4 集計表
TABLE1-1 PopulatIOn byPI8COOIBlrth･Sex and Ago

男 女 , 年 齢 給 軌 出 生 地 別 人 口

授性別 ､ 出 生 地 和 年 令 分 人 口 分 布

SE( TOTAL

i【正 TOTJ⊥ (I)

1,6看2 ( 75) 1248

5-･! 2cc6 (lO5) [.e$2

10･.L4 5105 (l～5) 1958

15-19 8igj (～SS) l壬84

20･24 2亡63(lob) 1220

25･-29 21⊂6 ( 851 661

き)･･粥 2251( 10) e43

55-59 】.el≧ 【 66) 470

10-14 ,日9 t A5) S12

15-47 5も3 ( 39) 251

-t .1 9.71 11L :ll

55-53 7～1 29)

的 ､64 1こ6 ( 06) 81

65～69 ささ3 ( I5) 74 ( 03) 50

70-･74 278 ( 1 9)

15･-79 13う t O5) 27 ( 01) 17

8)-81 ( 03) ‡5 ( 01) 6

16 ( OI) 5 ( 001 ～

2)t 0I) 6 ( OO)

C It) 4 (1) { (I) F

52 ( 0.日 17 ( 01〉 B I O0) L2

H l 0ll .I-)

7LL 03) 18

n 1 Oい 81

141L O61 110

173 ( 0.日 かつ】

払S I Obl m

l～5 1 061 231

1 0.41 289

183† 0.4) 152

88 L Oい 110

96 1 O4l H5

ll1 LlI.

49 1 02) 8J

46 ( 02) 15

8j ( Oa) 71

59 ( 04) lCS

230 ( 09) 281

253( 1.0) SS7

1071 08) 276

Ilo ( 04) 160

L20 〈 05) ]64

liモ 1 05) )21

lC0 1 01) 12う

75

29 l OL1 55 ( 02) 4L l 02) 5T

H 2I( OI) !8 t 0H 29

?I

5 f OOI

.II LILい L ･- .I L 0LH

G (I) uW (f)

4 ( 001

- ( 4 ( 0.0)

- ( -) 5 ( OO)

-1 8 ( OO)

I ( 001 5 ( OO)

I

4 ( 00I 2 ( OO)

l( 001 8 ( 00)

( 00) 2 ( OO1

6 ( OOl

l才 ( Oa) - )

6 ( OO)

23 ( OH l ( ¢OI

L7 ( Otl I

lS ( OH

lZ ( OOI

I く 00)

13 ( Ol)

A SAMR HAMLET B:SAMEVILL̂ GE C:SAMECOUNTY D:SAMEPREFECTURE
E●LTILINIPROVINCE Fl0THf;RPROVJNCES (コ FOREIGNCOUNTfuES

TABL[1-2

SEX 軸l上

110･･4
5-1
10ノ･14

-5･･19
:} :I

25-･29

50･.84
､･ ､1

40.･14
45-･49

EO -54

55-59

-リ tl

･､.L1
70､74

75-･79

rl▲l
■l●T阻

TOT▲l fE)

994 ( 78)

I556 (lO81

1566 (L22)

1702()38〉

1319 (LOB)

I(ゆ) ( 84)

1.155 ( 88)

832( 65〉

5号7 ` 46)

519 ( 4.0)

439 ( 3･い

1CJ)( SL)

Si)( 27)

17)

)37 (

( O51

36 ( 03)

12 ( 01)

678 ( 53l

rJI. Lい

987 (

IC45 ( 81)

791( 62)

I.78 ( 57)

l̀.1 1ll

:ヽIl .Iヽ 1

22つ く 17)

-∴〉 t

】51 ( 1.21

123 1 10)

103( 08)

l nll

Si ( Oa)

u † Ol)

10 ( OI)

4 く 00)

277 ( 22)

419 ( 3m

440 ( L4)

45】 ( 95)

850 ( 27)

277 1 22)

279 ( 22)

158 1 [5)

124 ( ～O〉

97 ( 081

71 ( 0.6〉

86 ( 07)

52 ( 041

35 ( 03)

‡8 1 0日

10 ( 01)

1 1 00)

一 ( 〉

C ( I )

)a ( OI〉

17 t 0L)

iI( 0i)
44( Oi)

57 ( 0.4)

67( 05)

C巧 く 05)

511 04)

き〉 1 0.2)

42( 0.8)

42 r 0a)

l; 1 P】1

50 ( 02)

20 ( 021

8 ( 〇日

5 く 00)

a r 00)

EI tiI

121 OH

25 ( 0～)

19 ( 01)

55 ( 勺.ll

6I 【 0.5)

82 ( 06l
HI I ELll

且コ( 061

60 ( 05)

60 1 05)

Jは ( 0.n

i4 ( 0.3)

引 く 0.5)

ll( OS)

21 ( 0.2)

8 ( 0.I)

尽 く 00)

-)

】5 ( DL1 4 ( 0tH 3 E 001

t

｡

〓

･L

;

り

〓

=

紬

E

=-

b

H

日

日

川
-

,

ゝ

J

00

0t

o.i

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

03

0.3

0.8

02

A
･

3

7

衿

4,

叫

_4

u

=

07

幽

7

8

日

15

27

-1

9

ユ

■

1)C(I)LP脚(I)

0.
0)-(-)2(001

0日-(-)3(OO)

02)S(00)

04)lIO10)

oS)tt0.0)4(OO)
09)l(OOl-(~)
I.BI2(OC)
1(OOl

o.9
)-(-)-1~)

ob)-
(-)(DO)

1 1 11

-( - )

■ ､
一 ( - )

■ 】

07) 2 1 00〉

06〉 9 ( 0I)

o5) 1 00)

olI 】0 ( 01)

04) 8 i 0.I)

o～1 8 ( 0L)

〇日 4 1 OO)
一 ( -) ‡( OO)

oo) -1 - ( - )

- ( -) ? ( O'1)

TOTN 12.825 "COO) 652日 ∽ " 3L95 (2- 574 ( い } 822( 6日 645 ( 50) 99- 7日 46 ( 041 2日 O2l

A.SAME HAMLET BISAMFt:VIL,LACE C:SAMECOUNTY D:SAMEPREFECTURE
E J=JINllROVINCE I～.OTHERIIROVINCES GIFORETGNCOUNTItlES

-71-



TABLEl-3

SE( FDtuE

∧

70

日

朗

泊

2,

的

約

47

は

吋

71

泊

日

印

19

8

.L'

~

～

m

脚

25｡

川

592

は

は

㈹

8･｡
川

棚

日

脚

は

仙

川

相

は

4

=

i-

_

_

_

I
.

_

∴

∴

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

t;

洲

:tl

855

4r3

475

.Llt

L85

198

Ilo

71

Cl

r.I

34

I.I

15

[2

L II I P rI1

L6(01〉 5(00)

～9 102) 18(02)

50(01) 与J (0.31

55(O与1 53(OJl
ITS( ),i) ～L2( [.8)

2相(18) 213(20)
lB7 ( 16) 264 t 22)

zS6E E1 LSl(
さ)(0.7) 120(101
78(071 ]Ol(OI)
70(0.61 79( 0.7〉

5さ ( 0,5) 82( 0.1)

41 ( 0.4) 76 1 06)

?2 ( 02) 42 ( 04)

21 ( 021 3J ( Oい

6 ( ○王) 13 ( 0-1)

g r Ol) ‡ t O0)

l I

2 ( Oa)

G ( I ) L♪洲 (tl

-( ～(00)

l【00)
2100)
2(00)

-r l(Oa)

-( -) -( 一)

2 ( 00I I ( 001

I(Oa) ユ i O0)

Z (O0) L

4(OO) - (

3i O0) - I

～ t O0) 一(-)
13 ( OI) ( 00)

I ( OL) l

5 ( 0.0)

8 ( 0日

J ( 00)

6 ( Ol)

^ SAM E ilAM LET 良 :SAM E VILLAGl三 C :SAM E C()UNTY D:SAM E PREFECTURE

E ILllLIN PROVINCE F :OTHER PROVINCF･:S G :FOREIGN COUNTRIES

TABLE2 Populattonby EthnICGroupS8X8nd Age

男 九 年 お 豚 軌 民 族 別 人 口
授 民 族 ､ 性 別 和 年 令 分 人 口 分 布

ⅠいT■l ･lLll ＼11ヽU≠lTI Lヽ ＼ OヽTヽ

柁

:
:

…
…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

;

伽帆

281` 〇日 81i 01) S r 00) 1 ( 00〉

討11 0.8l l的 ( 011 き51 011 [0 1 00〉 5 ( OO〉 5 ( 80〉

zi6 1 In l215 ( 0.i) LIO f O6) l(0.0) 6 1 00)

2号l( l〃 I O6) )〟 ( ¢6) 6 ( OO)

-72-



TABLES-1 Popul8tIOn15Y88rSOfAgeandOverM8rltdLSt8tuS･SoxandAgo
男 女 . 年 齢 緒 軌 配 偶 関 係 別 15歳以上人口
按性別､時頼状況和年令分‡5夢以上的人口

SE( TOr,tl

NARITAt STATtJS

-

_

-

_

_

rLLBAT

TOTAL

TABLE3-3

･I＼ rt＼■lJ上

ll 007

( 0I)

L4 ( 01)

28 ( 02)

21 ( 02)

35 ( 02)

411 02)

57 ( 0才l

H ( 02)

40 ( 02〉

17 ( 〇日

6 ( Oln

2( 00)

-)

･ nPl

( 一I

- ( -)

5 ( 00)

81 08)

It 0.E)

4 ( 00)

2 ( 001

1 ( DOI

4 ( OOl

5 ( 001

2( O0)

-)

-)

VLrL【氾YLED(t)

1( 001

( 00)

2 ( 00)

10 ( 01)

～1 ( 01)

とS E 0E)

SS ( 0,n

8LI O51

lC6 ( 06〉

L42 1 081

128 ( 07)

it崎 ( 08)

Bi ( D5)

13( 03)

[3 1 0日

- ( 一)

LW (II

LL 00)

! 【 001

2 ( OOl

l( 0.0)

く 00)

2 ( 0(け

- 1

■-

-)

12t 0I)

17OZ 一lき1) Le83 (189) l OOl -) l( 00) - (

1573 (155) 532( 601 4 ( Oa) 3 ( OOI lt O0) 2 ( 00)

】63( 】い き〇1 il02) S r OH ( 0.0) 】( 00) )( OO)

153 (】～71 71 1059 ( 8 r 0H lO ( 011 5 ( 0L)

85～( 931 秒)( 03) 11r OH a ( 00I ほ 1 0L)

≡57 L3 ( 02) 512 1 6日 】3 1 0lI 1( 001 10 L Ol) 2 ( OO)

519 ( 58)

i(0 ( 15)

3i? ( 39)

l5)

87 ( 08)

】2 (Ol)

LS I O21

9 ( 0日

5 ( りH

6 ( OL1

7 ( OlI

460 ( 52)

572 ( i2)

1■J

.')[

141 ( ‡7)

:ヽ l J+-

27

l名 ( 02)

15 ( 02)

15 ( Oか

17 ( 02)

13 ( OI)

5 ( 00)

2 ( 00〉

3( 001

4 ( OO〉

～ ( 0.1)

lく 00)

t-

28 t Ol〉

ユlf04)
47 ( 05)

CS ( 07)

56 ( 0.61

Sl ( 0.61

18 ( 0,1)

- ( -)

- L I

- ( -)
38 ( 041 2 ( 0O) ほ ( Ol) -) !2 ( 02l -(-)
12 ( 0H ( 00) - 1 -) I ( Oll -)

15 ( 02) 4 ( D0) J ( OO) -) -〉 7( 0I)

l～1 ( 14) S11 0.n 8m ( 431 121 0日

NArliT^l SI∧TVS

15-L9 ).592 11921 1,559 (IL)8) - ( - ( - ) )( OO)

)之糾 1155) 537( 651 738 ( 89) 7 ( 01) 2 ( 00〉

25-a? )O～石 (】241 31( 0-1〉 与8～ (ll9) 9 ( 01) 2 ( 00】 lf O0) l O0)

30-3i l69% (】3n 4 i 0.0) L.C67 (129) と0 ( 0.2) l( 001 5 ( 0E) l( OO)

810 ( 98) 4 1 00) 18 i 02) l( 0.0l lt( 0.日 l( OO)

532 ( 64) 3( O0)

45､19 446 【 54) lE 00)

E.9､E4 4)3 1 50〉 2( 0.0)

15･･59 324 ( 39) 6 1 0.])

そや山EJt 与n 1O) さ t O l)

8～ ･169

70･.74 14L Z7) 21 00)

75-73 もa e O8) 2( 00)

モ0-84 28 ( 03)

4 1 00)

( 59)

3.59 ( 17)

8日 ( 4L)

21)( 21)

2u ( 27)

84 ( LOl

S壬 ( 06〉

[9 ( 021

7 t 0H

22i 03) l( 00) 15 1 0～) -)

25 1 031 1( 00) き) ( O41 -)

22 1 097 48 ( 0.61

18 ( 02〉 S】 ( O.71

23 1 081 1( 0,0) 78 ( 09) -(-)
4 1 001 72 ( 0P

3 I 0O1 - 1 84( ).0)
一 ( - ) 1 1 - ) 47 ( 06)

- 1 -) 2】( 0S)

- ( -) 4 1 00)

17l r 2日 9 I 0日 JI73 ( 57) 9 t 0H

-73-



TA BLE卜 1 Popui8tion 7 YearsofAgo and Over by Educ8tion8- Levof･ Sox and Age
男 女 . 年 齢 階 級 . 教 育 程 度 別 7歳以上人口

按性 別 ､ 文 化 程 度 和 年 令 分 7夢以上的人口
SEK TOTAl

･TT.
-T=
‖

=

=

.7=
t~

リ

T.I

I
へ

脹

7

8

q
･

け

=
ほ
ほ
‖
15.

5
18
は
､61.∴
i

∵

∵

≠∵
;.

[L

,∴

……

.]

:r:
=

･

;

H

i

,

0

,

日

い

日

日

､.

～

1

.-

.L.

'.,

い

=
.

h

-

-

TOTU 21787日出 O) u 〇日 152) SS) -0578 日 B6) 5m 日 日 r･22, ( 56】 29 ( 0日 15)

A ILLITERATE B :SEM H LLlTERATE C IELEM fうNTARYISCl10Ol.
D M IDDLE SCHOOL E ･HIGH SCHOOL F.UNIV朋 SITY

TA BLE 4 - 2

SEX VAll

川

=

州:

淋

?.
I

.=T
;,
"

+I.

=

=

.I;

=

…

川

M…
7

=

=_

…

1-ー

…叫

川

.i

ll

U

n

で

-

"
･-
ほ
ほ
-･
ほ
ほ
ほ
･-ほ
…

…

……
…

…

……
…

…

…

…
…

;洲

1

8

6

的

粥

川

的

76

的

出

45

㍍

的

引

網

72

朋

瀕

光

は

6

6

t

1

i

l

'

2

t

t

拍

川

G.

加

わ

獅

抑

‖

伯

g;
幻

ほ

｡

5

■

2

t

'

洲

｡
p
:

｡

∴

二

.

..

.

I.
.

TOT他 日246H【00) l.か)ラ (lot) JOl ( L61 510.'(480)8269 (29.日 796 1 7.日 23 ( 02) 148 ( 1.31

A ･lLLITERATE B ･SEM トlLLJTERATE C .HLEM ENT^RY.SCH00Z,

D:M IDDLE SCHOOL E 'HIGH SCl100L ド:UNIVERSITY

-74-



TABLE4-3
SEf FM

∵

∵

…

∵

∴

∴

∴

卜
∵

=

-

1

-

.L=

;

L
.

､1

㌧

･

H

I

.._

一

-

一

-

I

3

7

.I)
は

22

24

8

5

如

7

7

5

1

2

-

t

201(199) 5.17る=91 22188 (20 9〉 133 ( 6 ( 0日 187 ( 18)

sEM トlLLITERATE C Ll:LEM ENTARY-SCHOOL

E HIGH SCliOOL J･1 UNIVERSITY

TABLES-1 Popul8tH)n15Y88rSOfAgoandOverbyOccupation,Sexand Ago
男女,年齢降軌 桟業別15歳以上人口
嬢性別､取出和年令分15夢以上的人口

Sl三X TOTAL

AcE rOTAl (I) A iI) b lI)
15～19 3.291 ( !9才) 2,I(汚 く12い 22 ( Oll

a)- 24 2t朋 (!55) 2.3み) (189) 27( 027

25 pv29 L957 (H 4) 23( 0日

30-84 2231 )30) 2046 (ll.91 23( Ol)

35-～} l.642 ( 96)L,494 ( 87) 19 ( 0L)

40～44 !119 ( 65〉 l,069 ( 59) ～3 ( 0L)

4～-14】 服,5 ( 875 ( 5I) 13 ( OL)

852 ( 50) 791 ( 16】 7 ( 00)

55 59 724 (4.2) (る3 1 38) 4 ( 00)

EJ)･-C4 亡か)( 40) 551 【 38)

65-63 L6) 壬( 00)

70-74 1.6) 186 【

C (I)

- )

)0 r OZl

ヽ 1 nl1-

11 ～11

日 1 0日

12 1 0日

I) 1I1

2 ( 0,0〉

a ( ○○I

Jl( 0.01

8(0.0)

1 ( O一07

t III

( O.])

1は く 02)

25 ( 0.I)

～之( O l)

ZJl( 0I)

18 ( Ol)

I lII

l飴)( 631

lot ( 061

5 1 00l

L 0ill

l1 00)

-〉

C .I1

jI r 05)

Sl( O5)

73 ( 05)

ID1

75 ( 04)

51( 03)

l≠ヽ1ヽ lI 1

3L( 02)

LB l A l)

9 1 0I)

23 ( 0()

9 1 0[)

4 1 0(I)

4 l OOl 5 ( 0,0〉 16 ( Ol) lI OOI JH ( 02) LO ( OL)

4 1 001 2 ( 00) 8 ( 0.0〉 33 ( O～) 4 1 00〉

4 ( OOl - ( -) S ( ○▲0) 2 † 00) 53 ( 03) S I OO)

L† 00) 4 ( ○(け 7 1 00〉 74 ( 04)

-) l( Oa) 一 く -1 66【01) 32 ( 02)

-) 11 00) 74 ( 04〉 L7 ( 0日

75､79 】35 ( 08) 90 1 05) ( 00) l Oa) 3j) I O2) 7 ( 0O)

的 81 日 ( 00 18 ( 03) - ( - ( -) lS t 0H l( 0a)

も5･ lG ( 01) 9 ( 00 - 1 - 1 -) 6 1 00) l t 00)

9 ( OI) - ) - ( -) 之 ( OOJ LI 00) LT ( Dl)

lOTIし け,181HChD0〉 日,458 (844) 】86 1 ‡0) 65 ( D4J 3)1 0.2) LCg ∫ LOl I,207 ( 701 8!8 ( 481

Å IF^RM HRS fi WりEtKE･:flS C -Srrl̂ l叩 D :M RDICAL,DOCTORS

F,.TEACltr･:ltS E･l S'rUl)E･:NTH H :0'rHI･:HS

-75



TA8LE5-2

SEX yiLE

∵

∴

∴

∵

∵

∴

∴

i
…

,
I･

),702 (19I I,約5 (12.2)

).319 (155) ),246 (L4.01

1亡如 く121 1029 lH.6)

ILSユ (127) ).C6ユ(Ll9)
832 ( 93) 7石7 【 86)

587 ( 66) SSL1 6.0)

5)9 ( 58) 4771 54)

139 ( J9) 414 i 16l

iCO ( 15) 38Lt 45)

S49 ( 39)

2i2 ( 25) 】79 ( 20)

137 t L5) lC8 t L2)

67 ( 08) 54( 06)

56 ( 04) ～1 く 03)

lS( 02)

22 ( 02)

lI ( 02)

23 ( 021

14 ( 02)

22 ( 02)

】～ ( 01)
7 ( 01)

4 ( OO〉

8 ( 0.0〉

Li O0)

1 001

-( -1

7 ( 01)

i ( 0H

ll( Ol)

ll ( 021

1～ ( ○I)

1 ( OO)

1 1 0.0)

4 ( aOl
l( 0.Ol

-111

12 ( OI) 7 ( OH

7 ( OH

G (I) し桝 が (1)

け 1 02) 14 ( 02)

合 t 01) H ( 0日

8 L 0H 1( OO)

10 t Oll 10 1 0 日

5 【 O I) S E 0(〉)

6 ( 0日 1( OOl

2 ( 00) 6 EO.Zl

Z( O0) 2 ( 0(H

5 ( O ll l( OOI

I8 ( O21 )( 001

2L( 021 20(02〉

19 ( O～) 10 ( OL)

1( O.H 4 ( OO〉

7 ( 0.日

4 ( 00) l( O0)

き ( OL)

A FARMFJRS B:WORKERS CISTAFF D:MEDICAL DOCTORS FJ･,柑 ĈfはRS ド:STUDENTS CLOTHERS
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TImeSurvey
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TABLE38 FlrSt-marrlOdFemal㊤slnA90S15･5gYearsbyNumbOrOfChlldronEver-bornandA98
既往出生児数別年齢階級別初賂女子人口(15歳～59歳)

接出生子女数和年令分初婚女性人口(15夢～59夢)
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現存児致別年齢階級別初婚女子人口(15歳-59歳)
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TABLE41 M8rrIOd FemaleslnAges15159Ye8rSWilれOneChlldEver-bornor
mort)byStatusOfContracoptlVePraCtlCOPr10rtOFirstLIVeBirth
第1子までの避妊実行有無別年齢階級別既往児数1子以上の有配偶女子人口(15歳～59歳)

按至初次分娩的避季秋混和年令分出生一十子女以上的有配偶的女性人口 (15夢-59芦)
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老後の同居希望別年齢階級別有酎島女子人口(15歳～49歳)

授晩年是否希望与子女共同生活和年令分有配偶的女性人口(15㌢-49夢)
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TA BLE44 M 8rrled Fem 8I8S 暮n A g8S 柑 - 49 Years by Age and OplnIOn about Chlldrcn's Supporting

par8ntS 川 Old A go
父母の扶養別年額階級別有配偶女子人口(15歳～ 49歳)
按対子女挽葬父母的看法和年令分有配偶的女性人口(15夢-49夢)
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授対子女的看法和年令分有配偶的女性人口(15夢 - 49夢)
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TABLE47 MarrJedF8m818SlnAg8S-5-49Yearsbyldo8暮NumberofChlldrenandNumberofL州ngChlldrOn
理憩子供数別現存児戟別有配偶女子人口(15歳-49歳)
綾希望生育子女数和現有子女数分有配偶的女性人口(15夢～49夢)
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第4章 吉林省における農村人口
出産力と生活水準に関する
調査/中国側報告書概要





1 農村人目出産力と生活水準に

関する第2次日中協力調査の概況

日中双方の話し合いによって確定した ｢農村人口出産力と生活水準に関する第2次日中協力調

査｣協力項目にもとづいて,調査が9月に吉林省で実行された｡

5月20日,日本国際協力事業団 (JICA)の具申に答えて,国家計画生育委員会は,JICAの

3人の調査グループを中国に招き,出産力と生活水準関係の第2次協同調査研究計画を協議した｡

会議の結果,双方は今年も吉林省において協同調査を継続することに合意した｡双方は,調査研

究覚書 (｢出生率と生活水準との関係についての第2次口中協同調査研究の実施に関する覚書｣

を参照)をとりまとめた｡7月8Elから23Elまで.日本側Jは,日本大学人口研究所名誉所長黒田

俊夫教授を団長とする日本側専門家グループの一行8人を吉林省に派遣した｡吉林省に滞在期間

軋 吉林省計画生育委員会主任黄茂臣は日本側専門家グループの全員と会い歓談したoそして,

双方は調査票,調査サンプルと一連の異体的事項について協議したo出産力と生活水準に関する

第2次日中調査票 (-), (二),つまり住民人口調査票と既嫡婦女調査票と調査モデルとなる

150の生産合作杜(村民小組)を確定したo同時に,吉林大学と省の宣伝教育センタ-を参観訪問したO

日本側専門家グループは7月13日から15日まで,延辺朝鮮族自治州に行き,サンプル地点と朝

鮮族農民家庭2戸に対して,実地調査を行った｡さらに,延吉市の ｢六一｣幼稚園,州博物館と

長白山などの地を参観訪問し,3月16日黒竜江省訪問のため当地を離れた｡

今回の調査は,国家計画生育委員会と吉林省計画生育委員会の指導により,中国側専門家のメ

ンバーと吉林省計画生育委員会の調査員が異体的な組織の運営を行った｡母集団の無作為抽出方

法にしたがい,1.3%｡の確率で150の村民小組と5個の居民委員会 (居民小組)を抽出した｡

調査は1985年9月20日に開始し,10日間で基本的に完了した｡集言i作業は,省県南レベルで行

われた｡調査の主要な対象は,サンプル単位中の15-60歳までの既婚の婦女 (1925年9月20日か

ら1970年9月20日に出生)の治国,出産情況と,彼女たちの家庭の経済情況である｡

今回の調査は,47の県 (市,区),155の村民小組と居民小組に及/i,だ｡サンプルの分布は比較

的均等で,都市が3.23%.都市近郊地区が3.23%,平原農村が5484%,丘陵16.77%,山地21.93

%である｡調査は,全省総人口の1.33%｡にあたる30,660人に達した｡調査した6.920戸のうち,15

-60歳の既婚婦女は6,fr75人であった｡記入した住民人口カードは6,920枚,既婚婦女カードは6,875

軌 集計表は38枚,i,737項目であるO調査に参加した人員は635人,調査員は105人である｡調査

により価値ある資料が作成され,予想さjlた成果を得たO

調査はおおむね以下の段階を経て行われた｡
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(1) 調査前の準備作業

調査前の準備作業を十分行うことは,今回の出産力とEE活水準との関係の調査の重要なる要因となる｡

① H中双方で合意した調査票にもとづき,農村出産力と生活水準の関係調査票,票卜うおよび

票口を作製,製図,印刷した｡記入についての説明,質問大綱 (要点)および年齢対照表も作製

し印刷した｡1985年8月,吉林省計画生育委員会は文書を発行し,今回の調査の重要意義と調査

方法について説明を行い,各地の計画生育部門に対し,この作業を重視するよう依頼した｡

㊥ 全国第3次人口調査の地所整理番号を借用し,生産合作社と居民委員会を単位として,

母集団ランダム抽出方式を採絹して等しい確率でサンプルを抽出した0750の単位毎に1つのサン

プルを抽出し,全省で155の生産合作社と居民委員会をサンプルとして抽出した｡1985年9月,梨

樹県において全省統一の抽出を行った｡各地区毎に現地調査の前に,組織,人員,物資などの充

分な準備を行った｡調査員の食事や,宿舎.交通手段,調査員の訓練と実地調査中に必要な経費

など充分に手配し,調査作業が順調に進行できるようにした｡

④ 今回の調査では,我々は手作業による集計を主として,計38の集計表を作製し,今回の出

産力と生活水準の関係調査項目の集計に使用することとした｡

この集計表は,以下のような特徴をもつo

i)範囲が比較的広いので,調査票 (-) (二)中の集計資料からは,予想される分析指標の

要求を満足させるだけではなく,その他の分析に用いる多くの資料も提供することができる｡

2)構成がしっかりしており,集計表の間には厳格な論理関係がある｡それぞれの集計表に示

される数字は,その他の集計表の数字と関連性をもっており,論理関係を以って,集計表の論理

審査大綱を作成し,これが検査集計の質において効果を高めることとなる｡

3)内容がはっきりしており,集計表の数と項目がたいへん多いにもかかわらず,それぞれの

表の各項の内容ははっきりしている｡したがって,訓練を受けていない人であっても,中学以上

の教育水準のある者ならば,各項の内容を完全に理解することができる｡

4)特に重点が置かれているのは,38の集計表は主に婦女の婚姻と出産の分野に集中している

ことであり,比較的詳細な集計項目が入っている｡

(2) 調査員の選抜と訓練

国内国外のサンプル抽出調査の過去の経験からも,調査の誤差の大小は,調査員の作業態度と

業務水準に直接関係している｡調査誤差をできるだけ少なくするためには,調査員の選抜に注意を

払いその訓練を十分に行う必要がある｡

① 調査員の選抜O調査員の作業水準は実地調査作業の成否を握る鍵の1つである｡各地の調

査員の選抜にあたり,考え方,仕事のやり方,職業知識と実際の作業経験などの基準に注意を払

った｡訓練を通じて,審査をすすめ合格すれば正式な調査員になることができるO全省で6.35名
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の調査員を選抜したが,彼らは全省の各札 県 郷及び街道の出身者であった｡調査員のうち,

大学程度の教養をもっているのは4.72%,高校もしくは中等職業学校卒業程度の者は53,23%.中

学校の教養程度のものは38.43%,小学校程度の教養のものは3.62%であった｡女性は68.97%を占

めた｡作業経験年数が1-5年の調査員は89.13%,6-14年の者は10,40%,15年以上は0.47%

であった｡

㊥ 調査員の訓練.農村出産力と生活水準に関する日中協同調査の要求に従い,省および県レ

ベルに分けて,調査人員の訓練班を設けたO各市 (他 州),良 (市,区)の統計課長と統計人員

の訓練は省が責任をもって行った｡1985年9月10日から16日まで,梨樹県四乎市において,調査
員の省レベル訓練班においては,吉林省計生委員会主任黄茂臣が講義を行い,今回の調査項目を

提示したo地区及び,県レヘルは軌 村調査員に対して第2次の訓練を行ったo訓練の内容は主に今

回の日中協同調査の重要性と意義の解説であり,今回の調査が国家を代表して行う1つの国際交

流活動であり,計画出産と経済情況の全省規模の一次的な調査であることを説明したO出産力と

生活水準の関係の調査票に対しては,各項毎に解説を与え,調査員の認識を統一し,調査票相互

間の関係と要求をはっきりさせたo各地で試験的調査を組織した｡訓練と試験調査を通して,潤

査員は調査が提起している大綱と調査票を充分に掌握することができ,lE確に年齢を計算して,

調査の各項の要求を守ることができ,調査の水準と技術を向上させ調査の質を高いものとした｡

(3) 現地調査

① 現地調査は全体の調査活動の中でも中心となる柱であるo現地調査の前には宣伝活動を行

い,出産力と生活水準関係の調査意義の宣伝を通じて,広範にわたる調査対象者の理解を深め,

彼らの支持と協力を得た｡中国においては,社会主義制度のもとで,今回のような調査活動に対

し,国民は多大な責任感を示す｡また調査対象者の多数は調査に対し,積極的にのぞみ,確実な

回答をすることが可能であるO今回の調査範囲は広く,項目も多い｡そのため調査回答を公開す

るにあたり,不都合が起きることが懸念され,よって対象者が調査を避ける可能性もあった｡こ

れに対して各地で放送や座談会,口頭の宣伝等を利用し,広範なpR活動を行った｡調査員,秤

部職員,女性職員らが不安を示す調査対象者宅を訪れ,事実をありのまま答えるようはげまし,

調査作業が順調に進むことを促進させたO今回の調査では,調査対象の100%が渦査票に回答を与え

た｡

㊥ 各地で調査活動を行ううえで,職場責任制や巡回検査を設け,調査情況の検査と指導を行

い,調査員と作業スタッフの積極的活動をもたらした｡調査に参加した人員は,対象範囲から生

まれる誤差,内容に関する誤差双方をせばめる努力をし,現地調査の質を維持した.正確な調査

データを得るためには,調査の信頗性を高め,維持する必要がある.

今回は調査内容から,各調査サンプル点につき,最低1名の女性調査員を配置した｡また調査

期間は農繁期,防災運動シーズンにかかっていたが,調査票への記入は必ず屋内での面接調査と
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した｡昼も夜も対象者が不在の場合は,田畑にて調査が行われたこともあった｡調査員によって

紘,雨天時に訪問をしたり,4.5キロも歩いて面接を行った者もいた｡常住人口の家庭情況や経済

状態を調査する際には,世帯主と婦人がその場にいたため,比較的正確な回答が得られた.SO歳

以上の婦人の場合にはこの女性を熟知している人を介して,婚吸 出産経験等を調査した｡刺激

的な問題を扱う場合,たとえば配偶者や子供が死亡している場合等は,回想の辛さをできるだけ

やわらげる方策を講じた｡調査項目が回答者にとって触れられたくないなど,回答を控えるそぶ

りを見せた場合は,適宜その場の状況で,間接的な質問を利用し,必要な答を導き出した｡調査

が収入に関わり,家計簿に照合する必要がある際は,対象者と個別に秘密保持についての協議を

行った｡調査内容の記入に対してほ,1戸ことに照らし合わせ,調査終了時には適宜審査をし,

記入もれや質問の取り違え等がある場合は,改めて再調査を行った｡調査の誤りをなくすために,

すべてのチェック作業は調査地点を離れる前に行われたO

(4) 内容のチェック

現地調査中に記入 したものの正確な見積りを主に行い.また間違いが発見されたときには,

適宜,訂正を加え,集計に間違いがないようにした｡

① 地区及び市レベルの第一次チェックoこのチェックは,日中第二次農村人口出産力と生活水準

関係の調査票(-)(二)の全面にわたり行われた.者地では,概念,論現 計算の3方面から厳格

な確認が行われた｡チェック方法は,自己検査,交差検査及び相互検査である｡ある地区では農

村人口出産力と生活水準関係調査の審査要点が制定さjlた｡チェック中に発生した問題については,

計算間違いについては,すぐにカード上で訂正を行い,概念や論理の間違いに属するものは,サ

ンプル担当の調査員と確認を行い,さらに問題のある場合には改めて,当該サンプルで再調査を行っ

たo登記の誤差は,最小範囲にまで減少できた.

㊥ 各地でのチェックをもとに,省レベルのチェックが行われた｡サンプル抽出検査法を採用

し,155のサンプルから7をとり出し,調査票審査要点にもとづいて,審査を行ったが,論理的,

概念的な誤差は発見されなかった｡省レベルの最後の審査でも,1枚のカードも除外せずに,

13,795枚のカードすべてが集計に入れられた｡

(5) 集 計

集計前に詳細な集計プログラムを制定し,具体的な集計方法を確定して,特に集計作業の厳粛

性と厳密性を強調した｡検査中発見した問題については,すぐに訂正せず,必ず間違いの原因を

発見してから適宜訂正し,省.県レベルの集計が行う要求に従ったO

◎ 県レベルの集計｡地区の統一的な組織力をよりどころとして,チェックにもとづいて県を

単位としても集計を行った｡一般的には,調査地点のカ-ドから直接集計を行った｡県のサンプ

ユlo-



ルが多いときには,まず調査地点の集計に従い,さらに県レベルの集計へと移ったO各地での実

施過程の中で,ま/Uへんなく集計訓練班を設け,集計表の内各 構造および相互の論理関係を徹

底的にはっきりとさせ,また集計時には,カード分けと記号づけを結合した方法で算出を行い,

さらにカ-ド分けを行うときには,一次的なカード分けと多元的なカ-ド分けを等しく行って有

効な集計方法とし, これEE:よって時間を節約し,集計の質を高めたo県レベルの集計ののち,隻

計表の論理関係に照らして,審査を行い,その後に省レヘルでの第二次集計を行った｡

㊥ 省レヘルでの集計｡主要な任務は,県レベルの集計にもとづいて,各段階に分けて集計を行

うことである｡集計前に,県レベルの集計表に照らして,集計表の論理関係に従って審査を行い,

誤りがない場合にはじめて.段階別の集計に移った0第1段階は,撃取 平原,長日山地区を集計し.

第2段階は都市と農村を集計し,第3段階は,全省の集計をした｡集計中に問題が生じたときは,県

レヘルの集計表を調査し,県レベルの集計表に原因が見つからない場合は,サンプル単位のカー

ドの中に誤りの原因を探した｡最終的に,集計したすべてのra料の論理関係を審査し,誤りのな

いことがはっきりしてから資料の分析作業を行った.省レヘルで確定した14項目の分析題目に従

い,調査結果についての基礎的分析を行った｡

総じて,今回の日中協同調査は,任務の量が大きく,時間は限られており,調査中に多くの困

難にぶつかったO各レベルの計画生育委員会がこの調査を重視し,各地において周密な組織的準

備作業が行われたので,調査は順孟即こ巡行した｡600余名の調査人員の努力により,予定の時間内

で今回の調査が高水準で完成した｡
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第5章 付 ･資料





⑳調 査 日 程

期間 :昭和60年7月8日～7月23日

調 査 概 要

7月8日(月)

9日(火)

10日(水)

1は く木)

12日(金)

13日(土)

14日(日)

o成田発,北京着 (JAL783)

oJICA北京事務所訪問,協議 ･打合せ

｡匡l家計画生育委員会にて,中国側と調査内容について協議 ･打合せ

o国家計画生育委員会王偉主任主催歓迎宴

o北京発,特別快速列車で長春に向けて出発

o長春駅著.ホテルに入る

o吉林省計画生育委員会李真人口計画財務処処長より,吉林省計画生育の概

況説明及び,調査票内容の協議 ｡打合せ

｡吉林省計画生育委員会黄茂臣主任主催歓迎宴

｡調査内容及び調査村のサンプリング法について協議 ･打合せ

oJICA主催答礼宴

｡吉林省計画生育委員会宣伝教育サブセンタ-見学 ･調査 ･協議

o吉林大学見学 ･調査 ･協議

o吉林大学伍卓群副学長主催歓迎宴

｡長春発,快速列車で延吉に向けて出発

村議宏団員のみ,長春泊

車*,調査票内容について協議 ･打合せ

o朝陽川駅着

o博物館および六一幼稚園見学

o河適宏団員,長春発,北京に向けて出発

o延辺朝鮮族自治州張志約副知事主催歓迎宴

o李真処長より,吉林省の概況及び計画生育活動状況説明,協議

o延辺朝鮮自治州竜井県飼仏郷人民政府を訪問,竜井県計画生育委員会岸例

解主任より,概況説明

O的仏郷の銅尚村及び鋼仏村の農家を訪問 ･見学

｡延辺朝鮮族自治州安図県松江鎮計画生育委員会を訪問,安図県松江鎮計画

生育弁公繋張去祥主任より概況説明,協議

o長日山天地を見学

O河湯宏増員,北京発 く帰国)
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調 査 概 要

7月 15日(月)

16日(火)

17日(水)

18日(木)

19日(金)

20日(土)

21El(Lj)

o安図県黄哲順削 県長主催歓迎宴

o安図県発,快速 列車で長春に向け出発

O長春着

o長春発,列車に て-ルヒンに向けEiJ.発

oハルビン着

o累竜江省委党校人口学室を訪問

o黒竜江省人口学末.黙副秘書長より,黒竜江省の概況及び計画生育活動状況

の説明,協議 ･打合せ

o劉雅文副処昆により,黒竜江省の概況及び計画生育活動状況説呪 協議 ･

打合せ

O黒竜江省博物館で黒竜江省計画生育委員会主催の｢人体奨秘及伏生展覧｣

を見学

o資料収集

Oハルビン木岩旨製造J場見学

o松花江遊覧

o別技副主任主催歓迎宴

o団員打合せ

O-ルヒン発,中華民航機にて沈陽に向けて出発沈腸着

O遼寧美術館で, ｢遼寧省第 1回計画生育美術撮影書法展覧｣見学

o遼寧省計画生育委員会哲景椿副主任主催歓迎宴

o遼寧大学人口研究所訪問,酉景椿所長より遼寧省の概況及び計画生育活動

状況について説呪 協議 ･打合せ

0本渓県人民政府を訪問,背景椿所長より,本渓県の概況及び計画生育活動

の状況説明,協議 ･打合せ

0本渓県王永義県長主催歓迎宴

o団員打合せ

o沈暢市子洪区大青郷人民政府を訪問,張喜春副郷長より,大青郷の概況及

び計画生育活動状況説明協議･打合せ

o大背郷西勝村計画生育宣伝教育活動室を見学

o大青郷西勝村の農家を訪問 ･見学

oJICA･APDA共催答礼宴

o沈暢発,中華民航機で北京に向け出発

o北読者
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月 日 調 査 概 要

7月21日(日)22[H月)23日(火)O資料収監 団員打

合せoJICA主催

答礼宴O北京市梅淀区四季青郷人民政府訪問,四季青郷人民政府祁止狩副郷

長より,凹季青郷の状況の概況及び計画生育活動状況の説呪 協

議 .打合せo凹季青

郷敬老院見学o国家計画生育委員会訪問,会議室にて黒田団長より報告及

び小林副団長より調

査票最終案の説明o答礼宴,季宗権国家計画生育委員会副主任出席

･資料収集

.整理o帰国準備o北京 - 成田 (JAL784)

o成田



◎調査団メンバー

氏 名 所 属 業 務 分 担 期

間黒 田 俊 夫 総括,人口一般
同 上日本大学人口研究

所名誉所長小 林 和 正 人
口動態, 同 上日本大学人口研

究所教授 家族計画吉 田 成 良
人口.家族計画プロ 同 上財拭法人アジア人口.開発協会参与 グラ

ム早 瀬 保 子 経済 .統計 同 上アジア経済研究所統計部統計企画

課研究主任遠 藤 正 昭 生活 .経済
同 上財団法人アジア人ロ.開

発協会業務課長永 井 義 男 資料

収集 .集計 同 上財団法人アジア人口.開発協会研究員国際協力事業B]との業務実施

契約にもとづき (財)アジア人口･開発協会が上記メンバーで,現地調査を行ない,本報告書を作成した｡楓 以下の2名が下



⑳調査協力者

王 偉 国家計画生育委員会主任

季 宗 権 国家計画生育委員会副主任

干 畦 国家計画生育委員会総合計画司司長

竜 玉 呂 国家計画生育委員会外事処処長

梁 済 民 国家計画生育委員会弁公庁主任

彰 志 良 国家計画生育委員会政治企画処副処長

杜 祥 金 国家計画生育委員会外事処副処長

f妃 家 俊 国家計画生育委員会外事処幹部

飽 田 陽 北京外国語学院日本語学部

八 島 継 男 JICA北京事務所所長

省柿吉

黄 茂 臣 吉林省計画生育委員会主任

王 平 吉林省計画生育委員会顧問

李 莫 吉林省計画生育委員全人Lj計画財務処処長

高 雅 南 吉林省言i画生育委員会人目計画統計処統計師

苑 風 岐 吉林省計画生育宣伝教育サブセンタ-副主任

王 宝 衡 吉林省計画生育宣伝教育サブセンター副主任

孫 泳 寒 吉林省言f痢生育委員会副主任

朱 rj 榔 吉林大学副学長

宛 解 法:林大学人口研究所所長

舌 痛 中 吉林大学人11研究所副所長

yr 東 明 吉林大学外事処処艮

王 勝 今 吉林大学人口研究所研究竃主任

伍 車 群 吉林大学別学良

王 等 l,i-林省計画生育買伝教育所

ほ】 永 淑 延辺大学体育系

荏 呂 来 延辺朝鮮族自治州計画生育委員会主任

桂 的 '七'l 龍井県計i両性 肖委員会i=_任

楊 秀 琴 龍井県計画生育委員会制 Ⅰ:.lE･

張 玉 祥 安図県松tT.鋲計il7]J生育弁公室 7:.任
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李 鳳 鳴 安図県計画生育委員会主任

黄 哲 順 安図県副県鳥

3 黒竜江省

劉 捷 異能江省計画生育委員副主任

周 立 民 黒龍江省人口学会副理事長

末 .A.7 黒龍江省人口学会副秘書長

劉 雅 文 黒龍江省計画生育委員会宣教処副処長

孫 輝 明 異能江省計画生育委員会副主任

翁】; 広 建 窯龍江省計画生育委員会弁公室副主任

劉 偉 維 -ルヒン医科大学副教授

省宰逮

曹 景 椿

梁 久 成

劉 慶 相

賀; 本 書

張 家 平

張 徳 魁

王 永 義

挙 基 志

張 喜

貌 広 志

李

高 敵 琴

遼寧省計画生育委員会副主任 ･遼寧大学人口研究所副所長

遼寧大学覚委副校長

遼寧大学人口研究所副所長

遼寧省計画生育委員会副処長

遼寧省計画生育委員会宣伝教育処副処長

本渓県県島

本渓県別県長

本渓県計画生育委員会主任

満陽市子洪区大青郷副郷長

描陽市子洪区副区長

大青郷郷良

子洪区計画生育委員会主任
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⑳中国人口統計専門家個別研修

期 間

氏 名

昭和60年11月21日～12月18日

陳勝利 (吉林省引画生育委員会統計局長)

高雅南 (吉林省計l勾生育委員会統計局人口計画統計部長)

悦家俊 (中国国家言佃i生育委員会外事処幹部)

王勝今 (吉林大学人口研究所助教授)

日 程 表

11月21日(金)･ 米ロ(JAL782 19 15着)

22日(土): JICAプリ-フィング

23日(日). 休日

24日(月): 休日

25日(火)･ JICA医療協力部表敬

APDAプログラムオ リエンテーション

26日(吹) "日本の人口u黒田俊夫 (日本大学人口研究所名誉所長)

"出産力調査8小林和正 (E=]本大学人口研究所教授)

27日(水)
t
30日(土)

12月1日(日)

2日(月)

3日(火)

4日(衣)

5日(木)

"中国吉林省出生率と生活水準に関する調査〝分析,黒田俊克 小林和正,吉

田成良 早瀬保子他

休日

"日本の人口転換と経済発展d河過宏 (厚生省人口問題研究所人口移動部長)

"日本の産業と人口n松島茂 (通産省大臣官房企画室長補佐),松尾隆之 (同

室長柄佐)

"日本の人口動態統計 ･集計q白石昌嵩 (厚生省大臣官房統計情報部人口動態

課長)

"日本の国勢調査〝大林千一 (総務庁統計局国際統副課長補佐),集計センター

見学

"国土計画と人口A/ト林良邦 (国土庁計画 ･調整局計画官)

b農村人口の動向把掛 こついてq中島千景 (農林水産省統計情報部企画情報課

良)

(移動 東京 一ウ新神戸)

ー145…



四海好吉兵庫県企画部長表敬, "兵庫県概況〝

"兵庫県情報管理システム〝福井博 (企画部情報管理課長)

6日(金): ､神戸近郊農家見学〝 (森本家,山西家)

"兵庫県の農業〝藤村良 (兵庫県農業総合センター所長),実験農場見学

(移動 新神戸 - 京郁)

7日(士) h戦後の日本の母子保健活動d副島文子

8El(日): (移動 京都 ･- 東京)

9日(月) "中国吉林省出生率と生活水準に関する調査〝分析 黒田俊夫,小林和正,普

田成良,早瀬保子他

10巨】(火): "日本の政治〝含国会見学

"中国吉林省出生率と生活水準に関する調査p分析 (前出)

11日(水) "日本の環境と生活n高木宏明 (環境庁企画調整局企画調整課長補佐)

横田邦彦外務省アジア局中国課長表敬

12日(木)･ "中国吉林省出生率と生活水準に関する調査〝分析 (前出)

"農村生活改善と人口"高橋淳 (農林水産省生活改善課長)

同省生活改善技術研修館見学

13El(金). "労働経済と人口h落合淳一 (労働省大臣官房政策調査部労働経済課企画第二

14日(土)

15日(R)

16日(月)

17日(火)

18日(衣)

係長)

b日中人口事情 - 人口専門家と懇談x黒田俊夫,小林和正他

休日

休日

JICA報告

帰国準備

帰国(JAL783 8 30)
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●.a.).LJ 付 票

農村人口出生力と生活水準との関係に関する調査票

(-)

1 地区番号 :

2. 世帯番号 ･

3 世帯主の氏名 :

4 世帯-人員 :

5 世帯員について:

(1) 男女計 人

12) 男 人
(3) 女 人

6 世稀の貯蓄

(1)貯蓄の有無

(2)貯蓄額 :

(3)貯蓄の目的7 住宅の状況

(1)住宅の間数

:(2)住宅の面積 ･(3)家屋の類型 ･ フじ

住宅の

建設のため耐久消費財の購入の

T=め老後のた

め子供の養育

のためその他

間



(4)建築年次 :

(5)改築年次 :

(6)あなたの世帯が専用している住宅間数

(7)あなたの世帯が専用している住宅面積

(8)倉庫の有無 :

(9)倉庫の間数 :

(10)倉庫の面積 .

(ll)便 所 :

8.耐久消費財および生産用具の所有状況

(i)ラジオ :

(2)ラジカセ ●

(3) ミシン :

(4)電気洗濯機 :

(5)テレヒ:

(6)電気冷蔵庫 ･

(7)オ-トバイ.

(8)自動車 ･

(9)- ンドトラクター '

(10) トラクター ,

(ll)その他の農機具 ･

9 請負生産品種および生産量 (1984年)

(1)とうもろこし

(2)高梁 ･

(3)棄 :

(4)水稲 :

(5)大豆 :

(6)麦 :

(7)その他 .

(8)合計 ･

10 あなたの世帯は専業戸ですか :

ll.専業戸の場合,次善のどちらですか :

12 専業戸の場合,何をしていますか :

1 有

2 無

l 屋内

2 屋外

米万

年

年

間

平

間

平方米

年

年

年

年

年

年

次

次

次

次

次

次

年

年

年

年

年

隼

人

入

入

入

入

入

購

購

肪

購

購

購

3

3

3

3

3

3

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

百

百

有

有

有

有

有

有

有

有

有

斤

斤

斤

斤

斤

斤

斤

斤

は い

いいえ

請負専業戸

自首専業戸

穀物栽培

そ粟 ･瓜税栽培

経済作物

養殖

建築

加｣二
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也

輪

業

業

の

遵

商

林

そ

7

8

9

10

13.耕地面積および耕地からの収入 (1984年)

(l)耕地面積 :

(2)自留地面積 ･

(3)自留他収入:

(4)請負地面積 :

(5)諸員地収入:

(6)借入地面積 :

(7)借入他収入:

(8)貸出地面構 :

(9)貸出他収入:

(10)総生産量 ･

14 所有役畜頭数

(1)午 :

(2)鵬:

(3)ろば ■

(4)らば.

15 飲料水は何に頼っていますか :

16 世帯の総収入

(1)1980年 .

(2)1983年 :

(3)1984年 '

畝

畝

元

畝

元

畝

元

畝

元

斤

頑

頑

頭

頭

水道

ポンプ式井戸

井戸

河川

IL

元

フt

17,あなたの世帯の生活水準は5年前と比べてとう変わりましたか .

1 非常に上昇した

2 いくらか上昇した

3 変わらない

4 いくらか低下した

5 非常に低下した

18.あなたの世帯の生活水準は世間一般と比べて,次善のどれに相当すると思いますか :

1 上

2 中上

3 中

4 中一卜

5 下
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調査期日･ 年 月

調 査 員 :

‖Ll.録 Lい

農村人口出生力と生活水準との関係に関する調査票

(こ)

(15-60歳有配偶女子 l名毎に調査票を別とする)

1.地隊番号 ･

2 世帯番号 ･

3.有配偶女子番号 :

4 有配偶女子の氏名 :

5 初婚について

(1)初婚期E]I

(2)初婚年齢 :

(3)初婚時の夫の年齢 :

6.妊娠について

(1)現在妊娠していますか :

(2)現在の妊娠は何回目の妊娠ですか

年 月 日

歳

歳

1 は い

2 いいえ

第 回目

(3)現在の妊娠で男女児とちらが生まれることを希望しますか :

1 男

2 女

(4)いままでに妊娠したことがありますか : 1 有

2 &

(5)いままでに何回妊娠しましたか (現在の妊娠は含まない)

回

(6)いままでの妊娠出産歴 ･

lU回目 (2)妊娠結果 ー3)出 産年 月 El 出 生 児(4)氏名 15霜 巾16吐死の別 17

1死亡年月日1 午 1男 1生存 秤
月 日 2女 2死亡

n u2

3



7.避妊について

(1)現在避妊実行の有無 : 1 実行rtj

2 実行していない

(2)実行中の避妊方法 : 1 男性不妊手術

2 女性不妊手術

3 定期禁欲法

4 IUD

5 コソド-A

6 ピル

7 その他

(3)避妊を実行している理由' l 子供を生みたくないから

2 呼びか桝こ応じて

3 皆が実行しているから

4 出生間隔を調節するため

5 その他

(4)避妊を実行していない理由: 1 妊娠中のため

2 妊娠するのを待っているため

3 不妊のため

4 月経閉止のため

5 宗教上の理由から

6 その他

(5)知っている避妊方法 : l 男性不妊手術

2 女性不妊手術

3 定期禁欲法

4 コンドーム

5 1UD

6 ピル

7 その他

(6)避妊の知識を碓または何から得ましたか:l 友人

2 父母

3 職場

4 Tlj行物

5 宣伝員

6 その他

8.結婚してから第 1子を吐むまでに避妊を実行しましたか こ

1 は い

2 いいえ

9 老後子供たちと同居したいですか ･ 1 は い
2 いいえ

3 未 定

4 特に考えていない
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10.子供が父母を扶養することについてどう考えますか -

1 良い習慣である

2 義務である

3 しなければならないことである

4 良くないことである

5 その他

ll.財産を誰に相続しますか : 1 長子に

2 男の子に

3 すへての子に

4 老後面倒をみてくれる子に

5 特に考えていない

6 その他

12 子供があると.どんなよいことや憩いことがありますか :

1 喜びである0

2 労働力になる

3 老後助けになる

4 経済的負担になる

5 精神的負担になる

6 チャンスを失う

13.子供は何人生むのがよいと思いますか : 人

14 1人っ子証をもらいましたか ･ l はい

2 いいえ

調査期日 年 月

調 査 員 :

..Llぎょil:
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⑳出生率と生活水準との関係についての第2次
日中共同調査研究の実施に関する覚書

日本国国際協力事業団 (以下 ｢JiCA｣という)と中華人民共和国国家計画生育委員

会 (以下 ｢国家計生委｣という)は,標記共同調査研究の実施のための覚書について協議した｡

E]本政円引こよる技術協力の実施機関であるJICAは,日本国に於いて施行されている法

律および規則に従い,本件共同調査研究を実施する｡

中華人民共和国政府の本共同調査研究に関する担当機関である国家計生香は,中華人民

共和国に於いて施行されている法律および規則に従い,本件共同調査研究を実施する.

JICAおよび国家計生委は,本件共同調査研究の内容,範【乳 スケジュールおよび本件

実施に当って双方がとるへき措置等について,下記の実施細則を定めた｡

協力の内容および範囲

中国側は,Ej本側と協力して,出生率と生活水準との関係についての第2次共同調査研

究を実施し,その目的は,E]ゆ両国に於ける人口･家族吉t廼ゆ 研究を通じて,現在実施中のプロ

ジェクトに資すると共に,今後の協力の有効な実施と発展に資することとする｡

本件共同調査研究は,中国に於ける実地調査および日本側による日本の農村調査資料の

提供を骨子とする｡

1.調査内容 別表 1のとおり｡ただし,必要に応じ技術的問題について再協議するこ

ととする｡

2 実地調査対象地 吉林省において無作為抽出された40村 (居民′ト組).総人口は,およそ3

(於･中国) 万人｡

3 調査研究軌間および日程

期間は,1985年6月から1986年3月までとする (別表2参照)｡ 中国側

は中国側の調査資料を整班し,とりまとめ,日本側は日本側の調査資料

を整理し,とりまとめる｡その後,日中双方は夫々とりまとめた調査資

料を1985年11月に交換し,双方の専門家により共同研究し,報告書にま

とめることとする｡

4 中国側かとるべき措置

実地調査を円滑に実施するために,中国側は,中華人民共和国に於いて

施行されている法梓および規則に従い以下の措置をとる｡
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(1) 中国側専門家および調査参加者の人件費の負担｡

(2) 現地調査のために必要な事務所の提供｡

(3)日本側専門家の現地視察に必要な通訳の提供｡

(4) 日本側専門家の現地視察に必要な諸許可取得の手続きの実施｡

(5)日本側専門家の訪中に際しての税関手続きの援助｡

(6) 本件調査研究に直接開通する資料で必要とされる諸資料の提供0

5. 日本側がとるへき措置

(1)調査と関連する機材の提供等の形での,中国に於ける実地調査の実

施に関連する経費の負担｡

(2)日本側専門家の訪中旅費および中国に於ける国内交通費の負担｡

(3)中国側専門家4名の訪E]旅費の負担｡

(4)中国側専門家の現地視察に必要な諸許可取得の手続きの実施O

(5) 日本側専門家の携行機材の輸送経費の負担｡

(6)中国側専門家の訪日に際しての税関手続きの援助｡

(7)本件調査研究に直接関連する資料で必要とされる諸資料の提供｡

6.JICAは,本覚書第5条第 1項の実施に閏し,適当な日本の民間機関を確定する｡

7.本覚書に記載されていない事項については,本件共同調査研究期間中に双方協議して解決

することとする｡

1985年6月20日 於 ･北京

日 本 国 中 華 人 民 共 和 国

…

…

男
/

~

調

事

務

等

名

際

京

｣

国

北

ノ

国家計画 生育 委 員会 代 表

外 事 処 処 長

-'賢言
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